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編 集 協 力　●株式会社 公職研

●特集のテーマは「未成年模擬選挙」です。政治教育の効果
的な手法として認知されてきましたが、その広がりは緩や
かに感じられます。生の政治をしっかりとかつ公平に学ぶ
学校教育になっていくことを願い、模擬選挙を実施されて
いる教員の方、今参院選で全県立高校において実施された
神奈川県教委の方、海外の若者政策に詳しいNPOの方、
そして中教審委員を務める憲法学者の方にご執筆いただき
ました。

●フィンランドのシティズンシップ教育は、2回にわたり大

編　集　後　記
分大学の永田忠道先生にご執筆いただきました。調査を基
に、フィンランドの子どもたちのシティズンシップの特質
をご指摘いただきました。次号からは、学校教育における
その特質を探ります。

●絵本・福澤諭吉、いよいよ慶應義塾の創立です。諭吉2度
目のアメリカ渡航の土産に乳母車がありました。大変な家
族思いの方だったそうです。

●次号は、11月中下旬に発行の予定です。

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■研修会の開催
明るい選挙推進運動の活性化を目的に、３種類の研修会を全国７ブロックで開催します。主なプログラムと

して、市民性教育の考え方を取り入れたワークショップ、明推協や若者啓発グループの活動報告、市民性教育

に取り組むNPOの活動紹介、海外のシティズンシップ教育や政治リテラシーについての講演、組織運営のスキ

ルなどに関する講座などを予定しています。参加の申込みにつきましては、都道府県・市区町村選管にお問い

合わせください。

①市区町村明推協会

長等研修（市区町

村明推協の中核メ

ンバーが対象です）

②コミュニティーリー

ダー養成研修（明

推協に参加してま

だ日の浅い方や、

明るい選挙に関心

のある方などが対

象です）

③青年リーダー養成研修（20歳代の若者が対象です）

■明るい選挙啓発ポスターコンクール中央審査会
昨年度は約14万点の応募があったポスターコンクール。本年度も各都道府県からすばらしい作品が中央審査

会（第３次審査）に寄せられました。中央審査会は10月22日に、文部科学省の美術教育専門家を審査委員長に

招いて開催します。大臣賞などの結果は、11月に公表いたします。

■講演録「海外の政治教育」
３月に開催したシンポジウムの講演録を作成しました。藤原孝章同志社女子大学教授による講演「イギリス

の政治教育」、近藤孝弘名古屋大学教授による講演「ドイツの政治教育」と、両教授をパネリストに、島袋純

琉球大学教授をコーディネーターに迎えたパネルディスカッションを収録しています。

■明るい選挙推進優良活動表彰
明るい選挙の推進に取り組む活動で、他の模範とするにふさわしい活動を「優良活動」として表彰します。

対象となる団体には、明推協、白バラ会などのほか、自治会、婦人会、NPO法人などで明るい選挙の推進に取

り組んでいるものが含まれます。受賞団体は10団体程度とし、奨励金各20万円を贈呈します。10月31日まで募

集していますので、振るっての応募をお待ちしております。詳しくは協会ホームページをご覧ください。

〈裏表紙の紹介〉

「ふとした時に、少しでも選挙のことを考えてほしいなぁと思って作りました」。このポスターは、昨年度配布しました

新有権者向けのフリーペーパー「Voters graffiti」に掲載した、21歳の学生（当時）、角田和恵さんの作品です。

 市区町村明推協会長等 コミュニティリーダー 青年リーダー 

北海道東北 山形県、11月17・18日 岩手県、11月29・30日 北海道、11月下旬 

関東甲信越静 群馬県、10月21日 神奈川県、10月27日 栃木県、10月16・17日 

東海北陸 三重県、12月中旬 富山県、10月12日 愛知県、10月中下旬 

近畿 滋賀県、12月上旬 京都府、11月中旬 和歌山県、23年1月 

中国 岡山県、10月28・29日 山口県、12月14・15日 高知県、11月下旬 

四国 徳島県、23年1月 愛媛県、23年1月  

九州 宮崎県、23年1月 佐賀県、11月中旬 大分県、10月9・10日 
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こ
の
言
葉
は
、『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ

ス
ト
』
に
登
場
す
る
言
葉
で
す
。

『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
は
、
ハ
ミ

ル
ト
ン
、
ジ
ェ
イ
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
の
三

人
の
政
治
家
が
、
一
七
八
七
年
の
夏
に

起
草
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦

草
案
を
擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新

聞
紙
上
に
匿
名
で
次
々
に
発
表
し
た
論

文
集
で
す
。

人
間
は
、
天
使
で
な
い
以
上
、
権
力

を
用
い
て
政
治
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
人
間
が
人
間
に
対
し

て
権
力
を
行
使
す
る
以
上
、
権
力
が
濫

用
さ
れ
る
可
能
性
は
つ
ね
に
残
り
ま
す

し
、
自
由
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
は
つ

ね
に
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

権
力
が
一
人
も
し
く
は
特
定
の
集
団
に

集
中
し
て
い
る
状
態
は
専
制
政
治
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
自
由
が
存
在
す
る
余
地

は
な
い
の
で
す
。

彼
ら
は
、
多
数
の
専
制
か
ら
個
人
の

権
利
を
守
る
た
め
に
は
権
力
の
抑
制
と

均
衡
が
必
要
で
あ
る
と
主
張
し
ま
す
。

一
つ
の
部
門
に
す
べ
て
の
権
力
が
集
中

し
な
い
程
度
に
お
互
い
を
分
離
さ
せ
、

相
互
に
抑
制
す
る
関
係
が
望
ま
し
い
と

い
う
の
で
す
。

著
者
の
一
人
で
あ
る
マ
デ
ィ
ソ
ン

は
、
連
邦
憲
法
の
起
草
と
批
准
に
尽
力

し
、
後
に
「
連
邦
憲
法
の
父
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
、
第
四
代

ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
就
任
し
ま
す
。
議

会
の
二
院
制
や
大
統
領
へ
の
拒
否
権
の

付
与
な
ど
、
今
日
の
ア
メ
リ
カ
の
政
治

制
度
の
根
底
に
は
、
権
力
に
は
権
力
を

対
置
さ
せ
る
こ
と
で
権
力
を
抑
え
よ
う

と
す
る
彼
ら
の
主
張
が
息
づ
い
て
い
る

の
で
す
。

そ
し
て
、
立
法
・
行
政
・
司
法
の
三

権
分
立
と
い
う
彼
ら
の
考
え
方
は
、
今

日
の
日
本
で
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。

人間が天使ででもあるというならば、
政府などもとより必要としないであろう

ジェームズ・マディソン 1751年－1836年



「
現
在
の
学
校
現
場
に
お
け
る
政
治
教
育
は
、
ま

る
で
自
転
車
の
パ
ー
ツ
の
名
前
を
教
え
込
ん
で
、

さ
あ
、
自
転
車
に
乗
っ
て
ご
ら
ん
と
い
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
だ
。」（
模
擬
選
挙
の
実
践
者
）

公
民
科
教
諭
と
し
て
一
六
年
目
を
迎
え
た
私
に
と

っ
て
久
々
に
目
の
覚
め
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ

ど
、
確
か
に
そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
教
科
書
に
出
て

く
る
政
治
分
野
の
事
項
と
い
え
ば
、
憲
法
の
条
文
、

国
会
の
し
く
み
、
選
挙
制
度
な
ど
政
治
に
「
つ
い
て
」

教
え
る
項
目
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
政

治
に
「
つ
い
て
」
〝
良
い
〞
成
績
を
修
め
れ
ば
〝
良

い
〞
有
権
者
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
基

礎
知
識
を
知
ら
な
い
よ
り
は
知
っ
て
い
た
方
が
良
い

に
決
ま
っ
て
い
る
し
、
自
分
た
ち
の
投
票
行
動
を
左

右
す
る
際
の
判
断
材
料
と
な
り
う
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
、
政
治
の
し
く
み
を
知
ら
な
く
て
も
二
〇

歳
に
な
れ
ば
参
政
権
は
自
動
的
に
付
与
さ
れ
る
。
と

な
る
と
、
知
識
量
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
参
政
権
を

得
た
時
に
自
分
の
視
点
で
判
断
す
る
意
志
決
定
力
の

方
が
実
は
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
で
も
、
現
状
で
は
そ
の
力
を
教
科
学
習
の
中
で

訓
練
す
る
必
要
性
は
明
記
さ
れ
て
な
い
。

戦
後
の
日
本
の
教
育
は
、
こ
の
「
政
治
」
分
野
を

〝
重
要
視
〞
し
過
す
ぎ
た
た
め
に
、
い
ざ
学
校
現
場

で
教
え
る
と
な
る
と
、
当
た
り
障
り
の
な
い
表
面
だ

け
に
と
ど
め
て
良
し
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測

で
き
る
。
私
が
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
大
学
生

た
ち
に
出
す
問
い
で
あ
る
。

（
問
）
以
下
の
違
い
を
述
べ
よ
。

１
　
政
治
に
つ
い
て
教
え
る（T

each
in
g
ab
ou
t

politics

）

２
　
政
治
の
た
め
に
教
え
る（T

each
in
g
for

politics

）

３
　
政
治
を
通
し
て
教
え
る
（T

e
a
c
h
in
g

through
politics

）

多
く
の
公
民
科
教
育
の
現
状
は
１
で
あ
ろ
う
。
政

治
を
選
挙
に
置
き
換
え
て
み
て
も
よ
い
。
選
挙
に
つ

4

学
校
現
場
か
ら
見
る

模
擬
選
挙
の
持
つ
力

玉
川
学
園
社
会
・
公
民
科
教
諭
（
中
学
部
・
高
等
部
）

合

宗
隆

特 集  未成年模擬選挙を考える 
児童生徒に選挙への理解・関心を深めてもらうために、学校への出前講座に取り組む選挙管理委員会・明るい

選挙推進協議会が増えております。そのほとんどは 、講座の中で“模擬投票”に取り組んでおり、ご当地キャラ

クターや給食メニューを候補者に見立てたものから、架空の町を設定してまちづくり計画やマニフェストを競う

ものまであります。出前講座を受け入れた学校からは、それぞれ高い評価を得ています。

一方、アメリカ、ドイツ、イギリス、スウェーデンなど欧米諸国においては、実際の選挙の際に、未来の有権

者を対象とした「模擬選挙」がかなり大規模に行われており、しかも、公的な機関がこれを支援しています。我

が国では、学校教育の政治的中立の名のもとに、長年そのような動きは封印されてきましたが、近年、「模擬選挙

推進ネットワーク」の呼びかけに応じ、あるいは独自に、実際の選挙の際に児童生徒に「模擬選挙」に参加させ

る学校が登場してきました。投票箱の貸し出し、選挙公報の提供など、選管側の協力関係も広がりつつあります。

特に今回の参議院選挙では、神奈川県立高校全校において、シティズンシップ教育の一環として実施されました。

学校教育が、政治や選挙の仕組みは教えても、現実の政治に対する判断力や態度を養成するものとはなってい

ないことが、若者の政治への無関心や低投票率を生んでいる一因といわれています。今回は、未成年模擬選挙の

意義・手法・課題などを考えます。

●プロフィール

そあいむねたか

玉川学園K-12社会・地歴・公
民科教科主任。 玉川大学卒、
教育学修士（トロント大学
OISE)。 グローバル教育理論を
用いたカリキュラム開発と授業
展開を研究。 実践は浅野誠・
D.セルビー共著『グローバル教
育からの提案』（日本評論社、
平成14年）、Rights編『18歳が
政治を変える！』（現代人文社、
平成20年）などに掲載。平成
22年度より町田市明推協委員。



い
て
教
え
る
と
は
、
重
要
語
句
の
暗
記
や
し
く
み
の

理
解
を
覚
え
る
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
２
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
特
定
の
政
治
や
選
挙
を
目
的
化
し
た
教
育

で
あ
る
。
３
は
、
政
治
や
選
挙
を
手
段
と
し
て
捉
え
、

目
的
は
他
に
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
教
育
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
本
来
、
私
た
ち
教
師
が
と
る
べ
き
は
、

３
の
「
政
治
や
選
挙
を
『
通
し
て
』
教
え
る
」
と
い

う
ス
タ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
で
は
、
そ
の
目
的
は
何

か
。
そ
れ
は
生
徒
の
「
公
民
」
と
し
て
の
資
質
を
高

め
る
こ
と
で
あ
り
、
賢
い
未
来
の
有
権
者
の
育
成
で

あ
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

近
年
、
日
本
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
未
成
年
模

擬
選
挙
は
、
こ
の
「
選
挙
を
『
通
し
て
』
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
教
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
有
効
な
教
育
実

践
で
あ
り
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
「
選
挙
を
『
通

し
て
』
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
学
べ
る
」
ま
さ
に
現
実

と
教
室
を
結
ぶ
実
践
な
の
で
あ
る
。

未
成
年
模
擬
選
挙
の
現
状

未
成
年
模
擬
選
挙
は
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
世
界
各
地
で
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
コ
ス
タ
リ
カ
で
は
二
〇
年
以
上
の
歴
史

が
あ
る
活
動
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
八
年
に
視
察
し

た
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
は
、
全
米
で
約
七
〇
〇
万

人
の
未
成
年
が
投
票
し
た
。
P
C
関
連
会
社
や
教
育

委
員
会
が
ネ
ッ
ト
投
票
を
サ
ポ
ー
ト
、
現
場
で
は
P

T
A
が
学
校
で
の
投
票
の
受
付
係
を
し
、
保
護
者
や

地
域
が
自
然
に
協
力
し
て
い
る
姿
が
大
変
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
模
擬
投
票
を
呼
び
か
け
る
全
米
規
模
の

組
織
も
複
数
あ
り
、
公
私
立
を
問
わ
ず
、
模
擬
選
挙

は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
学
校
や
地
域
に
定
着
し

て
い
る
。
ま
た
保
護
者
の
世
代
も
同
様
の
実
践
を
学

生
時
代
に
し
て
い
る
た
め
、
全
く
抵
抗
な
く
受
け
入

れ
て
い
た
こ
と
も
印
象
的
で
、
日
本
と
の
意
識
の
差

を
痛
感
し
た
。

日
本
で
は
、
未
成
年
模
擬
選
挙
は
各
地
の
学
校
や

授
業
で
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
二
年

の
町
田
市
長
選
挙
時
に
当
時
N
P
O
ラ
イ
ツ
で
模
擬

選
挙
を
担
当
し
て
い
た
林
大
介
氏
（
町
田
市
在
住
・

現
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
長
）
が
、

さ
ら
に
幅
広
い
未
成
年
者
や
教
育
関
係
者
に
対
し
て

政
治
へ
の
関
心
を
喚
起
し
よ
う
と
、
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
呼
び
か
け
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、

横
断
的
な
つ
な
が
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

二
〇
〇
六
年
十
二
月
、
さ
ら
な
る
中
立
性
と
公
正

性
の
確
保
の
た
め
、
N
P
O
ラ
イ
ツ
か
ら
独
立
し
て

現
在
の
「
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下

「
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
役

割
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
模
擬
選
挙
実
施
に
伴
う
上
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

の
紹
介
や
相
談

②
　
模
擬
選
挙
実
施
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
（
各
政
党
ポ

ス
タ
ー
、
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
）
の
学
校
へ
の
配
布

③
　
中
高
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の

大
学
生
な
ど
の
若
者
の
派
遣

④
　
模
擬
選
挙
実
施
に
関
す
る
マ
ス
コ
ミ
へ
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
対
応

そ
の
他
、
講
師
を
招
い
て
の
学
習
会
や
報
告
会
な

ど
、
日
本
に
模
擬
選
挙
を
根
づ
か
せ
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
精
力
的
に
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
夏
の
参
院
選
に
お
い
て
、
神
奈
川
県
は
全
国
の
自

治
体
と
し
て
は
初
め
て
全
公
立
高
校
で
模
擬
選
挙
を

実
施
し
た
が（
後
掲
）、
事
前
に
神
奈
川
県
下
の
多
く

の
団
体
か
ら
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
し
て
実
践
事

例
や
勉
強
会
の
発
表
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
模
擬
選
挙

の
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
。

模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
学
校
と
し
て
大
変
助
か
っ

て
い
る
の
は
、
政
党
ポ
ス
タ
ー
や
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
な

ど
の
グ
ッ
ズ
の
配
布
事
業
で
あ
る
。
や
は
り
生
徒
は

「
ホ
ン
モ
ノ
」
に
強
く
惹
か
れ
る
た
め
、
ポ
ス
タ
ー

が
校
内
や
教
室
内
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
と
、
授
業
と

し
て
の
雰
囲
気
を
向
上
さ
せ
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
て
い
る
。

ま
た
未
成
年
者
に
対
す
る
街
頭
投
票
も
実
施
し
て

お
り
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
通
し
て
、
大
人
に
対
し

て
も
模
擬
選
挙
に
対
す
る
認
知
度
向
上
を
は
か
る
地

道
な
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

玉
川
学
園
で
の
取
り
組
み
の
特
徴

〜
参
院
選
二
〇
一
〇
の
町
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
・

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
と
の
協
力
を
中
心
に

玉
川
学
園
に
お
け
る
模
擬
選
挙
の
実
施
は
、
学
内

外
の
人
や
団
体
と
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。
学
内
で

は
、
今
回
の
模
擬
参
院
選
で
中
三
か
ら
高
三
ま
で
社

会
・
地
歴
・
公
民
科
、
英
語
科
、
I
B
（
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
カ
ロ
レ
ア
コ
ー
ス
）
の
教
科
を
超
え

た
教
員
七
名
が
協
力
し
、
七
月
五
日
〜
九
日
の
期
間
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本
校
の
模
擬
選
挙
の
特
徴

本
校
で
は
、
平
成
一
九
年
四
月
の
東
京
都
知
事
選

挙
を
題
材
に
模
擬
選
挙
を
実
施
し
て
以
来
、
同
年
七

月
の
第
二
一
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、
平
成
二
一

年
八
月
の
第
四
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
そ
し
て

6

我
が
校
に
お
け
る
模
擬
選
挙
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

郁
文
館
夢
学
園
社
会
科
教
諭
　

大
嶽

学

内
で
各
自
の
授
業

一
〜
二
時
限
を
使

い
実
施
し
た
。
ま

た
本
校
で
は
初
め

て
と
な
る
中
央
委

員
会
に
よ
る
校
内

呼
び
か
け
投
票
も

行
い
、
小
学
五
年

か
ら
中
学
二
年
の

生
徒
か
ら
も
二
一

〇
名
の
投
票
が
あ
っ
た
。

学
外
で
は
、
地
元
の
町
田
市
選
管
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
。
本
校
が
最
初
に
模
擬
選
挙
を
実
施
し
た
二

〇
〇
三
年
当
時
か
ら
選
挙
公
報
の
提
供
を
は
じ
め
、

投
票
箱
、
記
載
台
、
候
補
者
一
覧
な
ど
快
く
貸
出
し

に
応
じ
て
く
れ
て
お
り
大
変
協
力
的
で
あ
る
。
選
挙

に
関
す
る
出
前
授
業
の
申
し
出
も
受
け
て
い
る
。
ま

た
今
回
は
町
田
市
選
管
・
明
推
協
か
ら
「
め
い
す
い

く
ん
」
の
着
ぐ
る
み
の
借
用
も
受
け
、
校
内
呼
び
か

け
投
票
の
時
に
は
一
躍
〝
有
名
人
〞
と
な
り
、
宣
伝

効
果
は
抜
群
で
あ
っ
た
。
ま
た
町
田
市
長
選
挙
の
時

に
は
町
田
青
年
会
議
所
と
の
連
携
も
は
か
っ
た
。

模
擬
選
挙
の
実
施
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
対
応
で

き
る
た
め
、
単
独
で
も
で
き
る
の
だ
が
、
地
域
に
密

着
し
た
私
学
で
あ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

今
後
と
も
そ
の
連
携
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

私
が
考
え
る
模
擬
選
挙
の
意
義
と
今
後
の
展
望

今
ま
で
模
擬
選
挙
を
体
験
し
て
き
た
未
成
年
者
の

意
見
を
集
約
す
る
と
、
私
は
模
擬
選
挙
の
教
育
的
意

義
は
次
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
る
。

①
　
未
成
年
で
も
政
治
に
「
参
加
」
し
、
興
味
関
心

が
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た：

例
え
ば
、
家
で
政
治

の
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
、
興
味
を
持
っ
て
ニ

ュ
ー
ス
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
意
見
が
多

い
。
保
護
者
か
ら
の
反
応
も
同
様
で
良
好
で
あ
る
。

投
票
結
果
か
ら
見
て
も
、
未
成
年
と
大
人
の
投
票

傾
向
に
大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
い
。

②
　
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
意
見
の
多
様
性
を
認
識
で
き
る：

本
校
で
は
、

授
業
を
中
心
に
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
た
め
、
投

票
ま
で
の
事
前
学
習
と
し
て
、
新
聞
、マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス

ト
、
選
挙
公
報
の
分
析
を
討
論
し
て
い
る
。
そ
の

過
程
で
正
解
の
な
い
問
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、

ポ
ス
タ
ー
の
党
首
の
視
線
や
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
か

ら
く
る
サ
ブ
ミ
リ
ナ
ル
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
言
及
す
る
。

③
　
投
票
行
動
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
不
足
に
よ
る
棄

権
者
数
の
減
少
へ
の
貢
献：

本
校
で
模
擬
選
挙
を

経
験
し
た
最
初
の
世
代
は
既
に
有
権
者
と
な
っ
て

い
る
が
、
残
念
な
が
ら
追
跡
調
査
の
デ
ー
タ
は
な

い
。
た
だ
、
個
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
有
権
者

と
な
っ
て
初
の
投
票
を
し
た
際
の
感
想
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
初
め
て
と
い
う
気
は
し
な
か
っ
た
」

と
答
え
た
元
生
徒
が
複
数
い
た
。
選
挙
を
知
ら
な

い
か
ら
行
か
な
い
と
い
う
「
食
わ
ず
嫌
い
」
有
権

者
の
問
題
解
決
の
糸
口
で
は
な
い
か
。
現
在
平
均

三
五
％
と
い
わ
れ
る
二
〇
代
の
低
投
票
率
の
現
状

改
善
に
微
力
な
が
ら
将
来
貢
献
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

今
後
の
模
擬
選
挙
を
学
校
や
地
域
と
し
て
定
着
さ

せ
て
い
く
た
め
の
課
題
と
し
て
、
や
は
り
推
進
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
人
的
、
財
政
強
化
の
必
要
性
が
挙
げ
ら

れ
る
。
現
在
、
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
専
従

ス
タ
ッ
フ
も
専
用
の
事
務
所
も
な
く
、
現
在
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
運
営
さ
れ
て
い
る
に
等
し
い
。

今
、
芽
吹
き
だ
し
た
模
擬
選
挙
と
い
う
こ
の
未
来
の

有
権
者
へ
の
効
果
的
な
教
育
実
践
を
拡
大
、
定
着
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
と
も
各
界
か
ら
の
さ
ら
な

る
支
援
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

郁
文
館

夢
学
園
の
場
合

選挙公報を読む



今
年
の
七
月
に
行
わ
れ
た
第
二
二
回
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
と
計
四
回
の
選
挙
を
対
象
に
模
擬
選
挙
を
行

っ
て
き
た
。

初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
都
知
事
選
挙
を
除
き
、

国
政
選
挙
を
対
象
と
し
た
三
回
の
模
擬
選
挙
で
は
い

ず
れ
も
全
校
生
徒
（
中
高
合
わ
せ
て
一
五
〇
〇
名
以

上
）
を
有
権
者
と
し
て
模
擬
選
挙
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
生
徒
の
選
挙
に
対
す
る
興
味
・
関
心
は
高

ま
り
、
今
で
は
学
校
行
事
の
一
つ
と
し
て
教
員
・
生

徒
と
も
に
定
着
し
た
。
模
擬
選
挙
の
実
施
は
本
校
生

徒
達
へ
の
公
民
教
育
の
推
進
に
お
い
て
と
て
も
意
義

の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

本
校
の
模
擬
選
挙
の
特
徴
と
し
て
、
全
校
生
徒
が

有
権
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
教
員
側
と
し
て
も
学
校

全
体
で
模
擬
選
挙
に
取
り
組
め
て
い
る
と
い
う
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
上
で
は
、
社

会
科
が
中
心
と
な
り
進
め
て
き
た
。
本
校
の
社
会
科

で
は
「
社
会
の
諸
問
題
に
関
心
と
意
見
を
持
つ
生
徒

を
育
て
る
」
を
教
科
理
念
と
し
て
お
り
、
生
徒
達
に

実
際
の
社
会
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
日
頃
か

ら
目
指
し
、
指
導
内
容
を
検
討
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、
模
擬
選
挙
の
実
施
に
対
す
る
社
会
科
内
で
の
理

解
は
早
く
、
学
校
全
体
で
行
う
こ
と
が
決
定
す
る
前

に
、
教
科
内
で
事
前
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
、
他
の
教
員
や
学
校
全
体
の
模
擬
選
挙

に
対
す
る
理
解
に
も
つ
な
が
り
、
実
施
に
お
け
る
大

き
な
力
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
は
選
挙
管
理
委
員
会
や

「
模
擬
選
挙
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
相
談
を
し
、

ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
の
が
適
切
で
あ
る
の
か
を
模

索
し
た
。
ま
た
、
実
施
決
定
後
は
、
担
任
を
通
じ
、
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保
護
者
に
模
擬
選
挙
実
施
を
伝
え
る
プ
リ
ン
ト
を
配

布
し
て
も
ら
い
、
家
庭
か
ら
の
理
解
も
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
め
た
。

大
規
模
な
形
で
模
擬
選
挙
を
行
う
場
合
、
こ
の
よ

う
に
関
係
者
や
周
囲
の
理
解
を
求
め
る
た
め
の
動
き

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
い
え
る
。
実
際
、
本
校
で

も
準
備
を
進
め
て
い
く
中
で
、
他
の
行
事
と
の
兼
ね

合
い
な
ど
か
ら
調
整
が
必
要
な
こ
と
が
度
々
あ
っ
た

が
、
学
校
全
体
の
理
解
が
あ
っ
た
た
め
、
大
き
な
障

害
と
な
ら
ず
、
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
内
容
の
充
実

へ
と
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

模
擬
選
挙
の
内
容

１
　
目
標

実
施
に
際
し
て
は
、
ま
ず
教
科
内
で
何
度
も
話
し

合
い
を
行
い
、
次
の
三
点
を
模
擬
選
挙
に
お
け
る
目

標
と
し
て
設
定
し
た
。

①
　
模
擬
選
挙
を
通
じ
て
、
社
会
の
諸
問
題
に
関
心

と
意
見
を
も
ち
、
将
来
の
有
権
者
と
し
て
、
棄
権

を
し
な
い
社
会
人
を
育
て
る
。

②
　
社
会
の
諸
問
題
を
自
ら
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、

自
ら
が
問
題
解
決
者
で
あ
る
と
い
う
高
い
意
識
を

認
識
さ
せ
る
。

③
　
実
際
の
選
挙
形
式
に
近
い
形
で
の
模
擬
選
挙
を

経
験
さ
せ
、
生
徒
の
選
挙
へ
の
意
識
を
高
め
る
。

以
上
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
選
挙

管
理
委
員
会
な
ど
関
係
各
機
関
と
協
力
し
、
生
徒
の

意
識
を
高
め
る
た
め
の
事
前
学
習
を
行
い
、
実
際
の

投
票
形
式
に
近
づ
け
る
た
め
の
様
々
な
準
備
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
。

２
　
事
前
学
習

ま
ず
、
事
前
学
習
に
つ
い
て
今
ま
で
の
模
擬
選
挙

の
中
で
行
っ
て
き
た
具
体
例
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
政
党
ポ
ス
タ
ー
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
掲
示
　
　

政
党
か
ら
直
接
、
ま
た
は
「
模
擬
選
挙
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
政
党
ポ
ス
タ
ー
を
も
ら
い
、

校
舎
内
に
掲
示
し
た
。
ま
た
、
模
擬
選
挙
の
時
期

に
よ
る
が
、
各
政
党
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
発
表
し

て
い
る
場
合
は
、
図
書
館
に
実
物
を
設
置
し
、
生

徒
が
各
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
比
較
で
き
る
よ

う
に
し
た
。

（
２
）
政
党
へ
の
公
開
質
問
状
の
送
付
　
　
全
校
生

徒
か
ら
政
党
・
政
治
家
へ
の
質
問
を
集
め
、
一
〇

項
目
程
度
に
ま
と
め
て
政
党
に
公
開
質
問
状
の
形

式
で
送
付
し
た
。
政
党
か
ら
の
回
答
後
、
冊
子
を

作
成
し
、
各
教
室
に
配
布
し
た
。

（
３
）
学
内
世
論
調
査
の
実
施
　
　
菅
総
理
の
支
持

率
と
関
心
が
あ
る
争
点
に
つ
い
て
選
択
形
式
で
生

徒
に
質
問
し
、
集
計
後
、
発
表
し
た
。

（
４
）
事
前
授
業
の
実
施
　
　
社
会
科
の
授
業
内
に

お
い
て
、
今
ま
で
に
選
挙
の
学
習
を
行
っ
て
い
な

い
学
年
を
重
点
と
し
て
模
擬
選
挙
に
関
す
る
授
業

を
実
施
し
た
。
中
学
三
年
生
で
は
公
民
の
授
業
中

に
行
う
よ
う
に
し
、
公
民
を
学
習
し
て
い
な
い
中

学
一
・
二
年
に
つ
い
て
は
、
選
挙
の
原
則
や
制
度

な
ど
を
簡
潔
に
説
明
し
、
模
擬
選
挙
を
行
う
上
で

の
最
低
限
の
知
識
の
獲
得
を
目
指
し
た
。

（
５
）
各
政
党
政
策
比
較
一
覧
の
実
施
　
　
各
政
党

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
経
済
や
教
育
・
外
交
と
い
っ
た

項
目
ご
と
に
簡
潔
に
ま
と
め
、
比
較
し
た
も
の
を
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生
徒
に
配
布
し
た
。

（
６
）
全
校
放
送

（
集
会
）

全
校
放

送
（
集
会
）
に
お
い

て
、
社
会
科
の
教
員

が
選
挙
の
争
点
や
、

政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
解
説
、
模
擬
選

挙
の
意
義
な
ど
を
説

明
し
た
。

３
　
投
票
形
式
な
ど

次
に
投
票
形
式
お
よ
び
そ
の
準
備
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

（
１
）
投
票
箱
・
記
載
台
の
借
り
入
れ
　
　
実
際
の

選
挙
に
よ
り
近
い
感
覚
を
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら

う
た
め
、
本
物
の
投
票
箱
と
記
載
台
を
選
挙
管
理

委
員
会
よ
り
借
り
入
れ
た
。

（
２
）
投
票
所
の
設
置
　
　
体
育
館
や
講
堂
・
空
き

教
室
な
ど
を
模
擬
選
挙
投
票
所
と
し
、
実
際
の
投
票

所
同
様
に
受
付
や
投
票
箱
・
記
載
台
を
設
置
し
た
。

（
３
）
選
挙
の
お
知
ら
せ
の
配
布
　
　
実
際
の
選
挙

同
様
、
各
個
人
の
氏
名
が
記
載
さ
れ
た
「
選
挙
の

お
知
ら
せ
」
を
全
校
生
徒
に
配
布
し
た
。

（
４
）
投
票
の
流
れ
　
　
配
布
し
た
「
選
挙
の
お
知

ら
せ
」
と
引
き
替
え
に
投
票
所
受
付
で
名
簿
の
チ

ェ
ッ
ク
及
び
投
票
用
紙
の
配
布
を
行
う
。
生
徒
は

記
載
台
に
て
記
入
し
、
投
票
箱
へ
と
投
票
す
る
。

（
５
）
開
票
・
結
果
発
表
　
　
生
徒
へ
の
結
果
発
表

は
公
職
選
挙
法
に
従
い
、
対
象
と
な
っ
た
実
際
の

選
挙
終
了
後
に
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
舎
内

へ
の
掲
示
と
共
に
、
全
校
集
会
で
社
会
科
の
教
員

に
よ
る
模
擬
選
挙
の
結
果
発
表
と
実
際
の
選
挙
結

果
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

意
義
と
効
果

こ
れ
ら
本
校
で
の
模
擬
選
挙
を
実
施
し
た
こ
と
の

意
義
と
効
果
は
、
生
徒
の
反
応
に
な
っ
て
表
れ
て
い

る
と
実
感
し
て
い
る
。
私
が
授
業
を
担
当
し
て
い
る

ク
ラ
ス
で
は
、
模
擬
選
挙
実
施
以
前
に
比
べ
、
生
徒

と
政
治
や
選
挙
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
す
る
機
会
は

格
段
に
増
え
て
い
る
。
実
際
の
投
票
箱
を
目
の
前
に

し
て
、
あ
る
生
徒
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、
あ
る
生

徒
は
楽
し
そ
う
に
投
票
を
し
、
周
り
の
友
人
達
と
最

近
の
政
治
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。

生
徒
た
ち
は
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
政
治

に
興
味
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
関
わ
れ
ば

関
わ
る
ほ
ど
政
治
へ
の
興
味
は
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
感
じ
ら
れ
た
。

模
擬
選
挙
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
社
会
を
知
る
た

め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
り
、
将
来
、
社
会
人
と
し
て

ど
の
よ
う
に
社
会
と
関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
経
験
の
場
で
あ
る
の
だ
ろ

う
。
ま
た
、
模
擬
選
挙
は
生
徒
だ
け
で
な
く
、
大
人

に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
親
子
間
で
政
治
や
選

挙
の
結
果
に
つ
い
て
話
す
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事

例
を
生
徒
か
ら
聞
い
て
い
る
し
、
教
員
間
で
も
政
治

に
つ
い
て
話
す
機
会
が
増
え
、
学
校
全
体
で
教
育
と

政
治
の
関
係
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
い
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
政
治
・
選
挙
を
取
り
扱
う
以

上
、
特
定
の
政
党
の
支
持
・
支
援
に
偏
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、
公
職
選
挙
法
や
教
育
基
本
法
に
お
け
る

政
治
的
公
平
・
中
立
性
の
原
則
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
は
、
私
自
身
、
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
上
で
最

大
限
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
実
際
、
他
校
の
先
生
方
と
模
擬
選
挙
に

つ
い
て
お
話
し
す
る
中
で
、
周
囲
の
理
解
が
得
ら
れ
ず

に
実
施
を
断
念
し
た
と
い
う
事
例
も
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
模
擬
選
挙
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、

私
が
最
近
特
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
初

め
の
う
ち
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ
た
の
が
、
今
で

は
学
校
全
体
で
も
模
擬
選
挙
を
行
う
こ
と
が
普
通
の

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は

回
数
を
重
ね
、
慣
れ
が
生
じ
た
と
い
う
よ
り
、
教
育

の
現
場
に
お
い
て
、
現
実
の
政
治
や
選
挙
を
取
り
扱

う
こ
と
が
決
し
て
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
も
必
要
な
も
の
で
あ
り
、
公
民
教
育
の

本
質
に
触
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
と

考
え
る
。

こ
れ
か
ら
も
模
擬
選
挙
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
が

政
治
に
関
心
と
意
見
を
持
ち
、
将
来
の
有
権
者
と
し

て
、
主
体
的
に
社
会
へ
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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若
者
の
投
票
率
が
下
が
っ
て
、
選
挙
の
危
機
的
な

状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
マ
ス
コ
ミ
の

「
政
治
家
は
悪
の
も
の
で
、
カ
ネ
に
塗ま

み

れ
て
る
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
生
徒
に
浸
透
し
て
い
る
。
こ
の
民

主
主
義
の
危
機
に
、
学
校
が
、
主
権
者
を
育
て
る
機

能
を
失
っ
て
は
い
け
な
い
。
教
科
書
を
教
え
る
だ
け

で
は
だ
め
だ
。
政
治
を
身
近
に
、
生
徒
自
己
の
要
求

（
my
争
点
）
と
、
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
さ
せ

て
、
投
票
す
る
力
を
ど
う
育
て
る
か
は
、
緊
急
的
か

つ
重
要
な
社
会
科
（
公
民
科
）
教
員
の
社
会
的
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
こ
で
学
校
模
擬
投
票
の
授
業
例

を
紹
介
し
よ
う
。

政
党
に
自
分
た
ち
の
声
を
聴
い
て
も
ら
お
う
！

生
徒
を
政
治
に
近
づ
け
る
方
法
と
し
て
、
自
分
の

要
求
が
あ
る
（
あ
る
は
ず
）。
そ
れ
を
見
つ
め
な
お

し
て
、
各
政
党
に
ぶ
つ
け
て
み
る
。
政
党
を
選
ぶ
と

い
う
視
点
で
単
に
投
票
に
行
く
の
で
は
な
く
、
自
己

の
願
い
や
社
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
政
治
家
に
実
現
し

て
も
ら
う
。
そ
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
二

〇
一
〇
年
参
議
院
選
挙
政
党
質
問
会
（
in
立
命
館
宇

治
中
高
）
で
生
徒
た
ち
は
質
問
し
た
。
生
徒
か
ら
政

党
へ
の
質
問
は
「
私
立
高
校
の
学
費
を
半
分
以
下
に

し
て
欲
し
い
。
公
立
無
償
化
並
で
は
到
底
足
り
ま
せ

ん
」「
政
治
家
の
給
与
は
高
す
ぎ
る
減
額
を
」「
ホ
ー

ム
レ
ス
の
人
が
福
祉
介
護
職
の
資
格
を
取
る
支
援

を
」「
若
者
の
安
定
し
た
正
規
職
の
た
め
に
労
働
者

派
遣
法
の
改
正
を
」
な
ど
が
出
さ
れ
た
。
生
徒
か
ら
の

質
問
に
、
招
い
た
民
主
、
自
民
、
公
明
、
共
産
、
社
民
、

幸
福
の
国
会
議
員
、
議
員
候
補
が
○
×
△
で
答
え
る
。

社
会
契
約
論
を
ホ
ッ
ブ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ル
ソ
ー
で
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、自
ら
の
my
争
点
と
関
わ
ら
せ
て
、

政
党
人
に
ぶ
つ
け
、
生
徒
が
そ
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
判
断

し
て
、
学
校
模
擬
投
票
を
行
う
と
民
主
主
義
の
原
理

が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
生
徒
の
契
約
し
た
い
政
党

が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

政
党
人
を
学
校
へ
招
く
こ
と
は
欧
米
で
は
当
た
り

前
で
あ
る
。
最
低
、
国
会
議
員
や
予
定
候
補
の
Ｈ
Ｐ

の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
で
質
問
さ
せ
る
の
も
有
効
で

あ
る
。
政
党
本
部
の
Ｈ
Ｐ
に
メ
ー
ル
す
る
と
、
自
動

返
信
で
、「
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
が
、
議

員
個
人
や
立
候
補
者
の
Ｈ
Ｐ
に
メ
ー
ル
す
る
と
返
信

し
て
く
る
確
率
は
間
違
い
な
く
上
が
る
。
返
信
に
生

徒
は
歓
声
（
自
分
の
質
問
に
答
え
て
く
れ
た
）
を
上

げ
る
。
そ
の
内
容
を
ク
ラ
ス
全
体
で
シ
ェ
ア
し
て
、

投
票
前
に
政
治
意
識
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

政
党
を
ど
こ
ま
で
呼
ん
だ
り
、
ま
た
授
業
で
紹
介

す
る
か
は
悩
ま
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
す
べ
て
を
紹

介
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
政
党
要
件
（
国
会
議
員

五
名
）
を
満
た
す
政
党
で
切
る
の
が
一
番
で
あ
る
が
、

こ
れ
で
は
、
ま
だ
数
が
多
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
民
主
、

自
民
の
二
大
政
党
を
含
む
六
政
党
を
、
生
徒
の
希
望

（
競
合
し
た
ら
投
票
）
で
選
ん
で
い
る
。
ど
う
し
て

も
こ
の
政
党
を
入
れ
て
く
れ
と
い
う
政
治
意
識
の
高

い
生
徒
が
譲
ら
な
い
と
き
は
、
七
番
目
を
入
れ
た
こ

と
も
あ
る
。
上
記
の
政
党
質
問
会
で
は
、
み
ん
な
の

党
が
辞
退
さ
れ
た
の
で
、
幸
福
が
生
徒
の
希
望
で
、

政
党
要
件
に
は
入
っ
て
い
な
い
が
登
壇
し
て
も
ら
っ
た
。

政
党
を
選
ぶ
力
を
育
て
る
に
は

社
会
科
で
授
業
時
間
が
あ
る
学
校
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
さ
せ
た
い
。
こ
の
方
法
に
は
二
通
り
あ
る
。

第
一
に
ビ
ギ
ナ
ー
向
け
（
例
え
ば
高
校
一
年
現
代

社
会
（
必
修
科
目
））
に
、
政
党
ご
と
に
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
調
べ
、
プ
レ
ゼ
ン
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

政
党
は
、
生
徒
の
好
み
が
あ
る
の
で
、
民
主
、
自
民

の
二
大
政
党
を
含
む
六
政
党
ぐ
ら
い
が
適
当
で
あ

る
。
生
徒
に
希
望
し
て
も
ら
い
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
希
望

が
偏
っ
た
ら
抽
選
で
他
の
政
党
に
変
わ
る
こ
と
も
考

え
て
も
ら
う
。
こ
れ
は
、
思
想
信
条
の
自
由
に
関
わ

る
の
で
、教
員
の
強
制
し
た
割
振
り
は
好
ま
し
く
な
い
。

①
政
党
の
目
指
す
社
会
を
示
す
、
②
政
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
強
調
点
三
つ
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。
③

大
人
の
政
党
に
対
す
る
評
価
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て

く
る
、
で
あ
る
。
こ
れ
を
五
分
〜
一
〇
分
く
ら
い
の

今
な
ぜ
学
校
模
擬
投
票
か

立
命
館
宇
治
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
　

杉
浦

真
理
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プ
レ
ゼ
ン
に
ま
と
め
る
。

①
政
党
の
目
指
す
社
会
を
示
す

政
党
の
目
指
す
社
会
は
、
理
想
的
な
日
本
や
世
界

像
で
あ
り
、
政
治
的
リ
テ
ラ
シ
ー
の
源
泉
で
あ
る
。

単
に
、
一
選
挙
の
争
点
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
ど
の

階
層
、
争
点
の
利
益
を
代
表
す
る
の
か
、
ど
ん
な
方
法

で
、
社
会
や
経
済
を
運
営
す
る
こ
と
を
政
党
が
目
指

し
て
、
与
党
を
取
ろ
う
（
与
党
を
動
か
し
て
い
る
）
と

し
て
い
る
の
か
を
生
徒
が
知
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
強
調
点
三
つ

強
調
点
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
三
つ
以
内
に
限

定
し
て
、
こ
の
国
政
選
挙
に
臨
む
姿
勢
を
、
重
点
的

に
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
が
、
生
徒
の

政
党
を
選
ぶ
模
擬
投
票
の
鍵
を
一
番
握
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
が
不
十
分
な
グ
ル
ー
プ
に
は
、
客
観
中
立

の
立
場
か
ら
補
強
、
助
言
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

可
能
な
ら
、
授
業
プ
レ
ゼ
ン
前
に
、
教
員
が
事
前
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
あ
げ
る
と
な
お
良
い
。

③
大
人
の
政
党
に
対
す
る
評
価
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
人
の
評
価
を
入
れ
る
の
は
、
主
権
者
（
市
民
）

と
し
て
の
成
熟
し
た
視
点
を
生
徒
に
示
す
こ
と
と
、

身
近
な
大
人
を
接
点
と
し
て
、
社
会
を
よ
り
身
近
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際
、
可
能
な

ら
、そ
の
政
党
を
評
価
す
る
人
と
し
な
い
人
、ま
た
は
、

政
党
を
評
価
す
る
人
だ
け
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
複
数
の
大
人
が
否
定
的
な
コ

メ
ン
ト
だ
け
言
う
と
、
選
挙
の
公
正
上
問
題
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
三
点
を
含
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
授
業
を
、
模
擬
投

票
直
前
に
行
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
生
徒

ど
う
し
の
学
び
あ
い
を
経
て
、
生
徒
の
最
終
判
断
力

が
鍛
え
ら
れ
、
模
擬
投
票
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
自

己
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

第
二
の
方
法
は
、
少
し
高
度
（
例
え
ば
高
校
二
年

以
上
、
政
治
経
済
（
選
択
科
目
））
に
な
る
し
、
調

べ
る
時
間
を
よ
り
必
要
と
す
る
。

テ
ー
マ
（
争
点
）
別
に
、
六
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り

プ
レ
ゼ
ン
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
教
員
が
日
本
社
会
、

世
界
の
争
点
か
ら
選
び
、
ま
た
生
徒
の
提
案
す
る
争

点
を
合
わ
せ
て
、
投
票
し
て
六
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と
良

い
。
二
〇
一
〇
年
参
議
院
選
挙
で
は
教
員
か
ら
、

「
消
費
税
増
税
の
是
非
」「
普
天
間
基
地
問
題
」「
政

治
と
カ
ネ
」「
核
兵
器
の
削
減
」「
社
会
保
障
の
充
実
」

「
温
暖
化
問
題
」
を
挙
げ
た
。
生
徒
か
ら
は
「
若
者
の

雇
用
問
題
」「
私
学
無
償
化
、
奨
学
金
の
充
実
」「
裁

判
員
制
度
の
是
非
」「
少
子
化
対
策
」
が
挙
が
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
徒
（
my
）
争
点
と
教
員
（
we
）
争

点
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
、
教
員
の
力
で
生
徒
を

社
会
へ
目
を
開
き
、
ま
た
生
徒
自
己
の
切
実
な
要
求
、

若
者
要
求
の
実
現
で
き
る
政
党
を
調
べ
検
討
す
る
上

で
重
要
な
視
点
と
な
る
。
争
点
学
習
は
、
社
会
の
課

題
を
知
り
、
そ
の
解
決
に
政
治
の
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
実
感
さ
せ
て
い
く
過
程
に
な
る
の
で
あ
る
。

同
時
に
政
治
は
身
近
に
あ
り
、
選
挙
を
通
し
て
、
政

治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
自
己
有
用
感
を
、
こ
の
授
業
に

よ
っ
て
実
感
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
授
業
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
時
は
、
宿

題
で
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
比
較
を
さ
せ
、
選
挙
制
度
の

授
業
の
ま
と
め
か
導
入
で
模
擬
投
票
を
さ
せ
る
こ
と

も
有
効
で
あ
ろ
う
。

●プロフィール

すぎうらしんり

1963年生まれ。白梅学
園高校教諭を経て、現
職。著書に『主権者を育
てる模擬投票』（きょうい
くネット、平成20年）、
掲載に「主権者を育て
る社会科」（部落問題研
究第189号）がある。今回
参院選での取り組みが、
７月２日朝日新聞東京
版社会面に掲載された。

市
民（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
）を
つ
く
る

学
校
模
擬
投
票

内
向
き
な
国
民
の
状
態
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

題
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
な
い
。
こ
の
点
は
、
外
交
、
環

境
問
題
は
票
に
な
ら
な
い
日
本
の
政
治
状
況
の
貧
困

を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
ま
た
、
は
っ
き
り
い
っ
て
高

校
生
は
年
金
問
題
よ
り
、
自
分
の
雇
用
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
否
定
的
な
現
状
を
超
え
て
、

市
民
を
育
て
る
（
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
）
に
、

国
政
選
挙
模
擬
投
票
は
有
効
で
あ
る
。
二
〇
歳
に
な

っ
て
い
き
な
り
投
票
に
行
け
と
言
わ
れ
て
も
、
政
治

的
リ
テ
ラ
シ
ー
（
政
党
の
種
類
、
目
指
す
べ
き
も
の
）

が
な
い
若
者
は
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
my
争
点

を
実
現
す
る
可
能
性
を
、
選
挙
に
期
待
で
き
な
け
れ

ば
、
ま
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
読
め
な
け
れ
ば
、
投
票

に
行
く
気
も
起
こ
ら
な
い
。

そ
の
背
中
を
後
押
し
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て

若
者
を
包
摂
し
て
い
く
た
め
に
は
、
教
育
と
り
わ
け
、

後
期
中
等
教
育
の
役
割
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
一
八

歳
選
挙
権
が
、
一
八
歳
成
人
と
共
に
議
論
さ
れ
る
今

日
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
若
者
を
市
民
に
鍛
え
る
学
校

模
擬
投
票
が
よ
り
多
く
の
高
校
で
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。



神
奈
川
県
で
は
、
平
成
二
二
年
七
月
に
実
施
さ
れ

た
第
二
二
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
機
会
を
活
用

し
て
、
す
べ
て
の
県
立
高
校
が
模
擬
投
票
の
体
験
を

位
置
づ
け
た
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
神
奈
川
県
が
推
進
す
る
「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
背
景

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
で
は
、
積
極
的
に
社
会
参

加
す
る
た
め
の
能
力
と
態
度
を
育
成
す
る
実
践
的
な

教
育
を
、「
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
と
位
置
づ
け

て
い
る
。
将
来
を
担
う
若
者
が
、
実
社
会
で
生
き
て

働
く
力
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
じ
て
獲
得
し
、

市
民
と
し
て
主
体
的
に
生
き
る
自
覚
と
責
任
を
学

び
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
豊
か
な
人
間
性
や
社
会

性
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
本
県
が
め
ざ
す
「
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」
の
ね
ら
い
で
あ
る
。

取
り
組
み
の
背
景
に
は
、
近
年
の
国
政
選
挙
や
地

方
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
下
、
特
に
若
年
層
の

投
票
率
の
低
さ
と
い
っ
た
政
治
参
加
意
識
の
希
薄
化

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
選
挙
権

年
齢
・
成
人
年
齢
引
き
下
げ
等
の
流
れ
や
裁
判
員
制

度
の
開
始
な
ど
社
会
環
境
が
変
化
し
て
い
る
中
で
、

若
者
の
社
会
的
・
経
済
的
な
自
立
に
つ
い
て
の
課
題

や
規
範
意
識
・
マ
ナ
ー
の
低
下
傾
向
が
う
か
が
え
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
に
出
る
準
備
の
最
終
段
階

で
あ
る
高
等
学
校
に
お
い
て
、
自
立
し
た
社
会
人
と

し
て
、
社
会
に
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
や

能
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
県
で
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
、
八
校
の
シ
チ

ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
実
践
研
究
校
を
指
定
し
、
実
践
研

究
校
は
「
社
会
参
加
や
政
治
意
識
を
高
め
る
取
り
組

み
」「
経
済
・
金
融
教
育
」「
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
教
育
」

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
指
定
校
の
う
ち
四
校
で
、

平
成
一
九
年
の
参
議
院
議
員
選
挙
の
機
会
を
活
用
し

た
模
擬
投
票
も
実
施
し
た
。
実
施
形
態
や
対
象
生
徒

は
、
各
校
の
実
情
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
が
、

公
教
育
の
中
で
、
実
際
の
国
政
選
挙
の
機
会
を
活
用

し
て
、
候
補
者
・
候
補
政
党
に
投
票
す
る
と
い
う
活

動
で
あ
る
た
め
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
県
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
共
通
に
留
意

す
べ
き
事
項
を
確
認
し
て
慎
重
な
対
応
を
取
っ
た
。

留
意
事
項
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
実
践
研

究
の
結
果
、
模
擬
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
特
に
支
障

は
な
く
、
事
前
学
習
へ
の
生
徒
の
取
り
組
み
状
況
や
、

実
施
後
の
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
か
ら
、

政
治
参
加
意
識
の
高
ま
り
を
も
た
ら
す
こ
と
が
確
認

で
き
た
。

そ
の
後
、
各
指
定
校
は
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の

実
践
研
究
を
進
め
、
平
成
二
一
年
度
に
は
指
定
校
を

新
た
に
三
校
追
加
し
て
十
一
校
で
研
究
を
継
続
し
て

き
た
が
、
三
年
間
の
成
果
を
踏
ま
え
、
シ
チ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
の
内
容
を
、
①
政
治
参
加
教
育
、
②
司
法

参
加
教
育
、
③
消
費
者
教
育
、
④
道
徳
教
育
（
モ
ラ

ル
・
マ
ナ
ー
教
育
）
と
整
理
し
、
平
成
二
三
年
度
か

ら
す
べ
て
の
県
立
高
校
に
お
い
て
、
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
を
キ
ャ
リ
ア
学
習
の
一
環
と
し
て
教
育
課
程

上
に
位
置
づ
け
、
家
庭
や
地
域
、
関
係
機
関
等
の
理

解
や
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と

し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
は
各
学

校
が
計
画
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
平
成
二
二
年

度
は
平
成
二
三
年
度
の
本
格
実
施
に
向
け
て
、
各
校

が
試
行
や
準
備
に
あ
た
る
年
と
位
置
づ
け
、
三
年
に

一
度
の
参
議
院
議
員
選
挙
が
平
成
二
二
年
度
に
行
わ

れ
る
こ
と
を
受
け
て
、
全
校
で
模
擬
投
票
の
体
験
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

す
べ
て
の
県
立
高
校
で
の
実
施
に
向
け
て

全
県
立
高
校
で
の
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
施

と
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
模
擬
投
票
の
実
施
の
た
め
、

平
成
二
二
年
三
月
に
は
各
校
が
模
擬
投
票
の
具
体
的

な
実
施
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
指
導
用
参
考
資
料

を
作
成
し
、
配
付
し
た
。
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て

は
、
改
め
て
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
協
力
を
得
る
と

と
も
に
、
有
識
者
を
含
む
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
推

11 314号●2010.9

特 集   未成年模擬選挙を考える 

神
奈
川
県
立
高
等
学
校
に

お
け
る
模
擬
投
票
の
取
り
組
み

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
局
教
育
指
導
部
高
校
教
育
企
画
課
長

田
中

時
義
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進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
た
。

資
料
に
は
、
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
が
取
り
組
む
シ

チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
考
え
方
や
育
成
し
た
い
資

質
・
能
力
、
具
体
的
な
取
組
み
内
容
や
推
進
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
示
し
て
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
模

擬
投
票
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
の
フ
ロ
ー
チ
ャ

ー
ト
を
示
し
、
年
度
当
初
の
推
進
体
制
の
整
備
か
ら

事
前
学
習
、
模
擬
投
票
の
実
施
、
振
り
返
り
学
習
、

次
年
度
以
降
の
実
施
計
画
の
検
討
と
い
っ
た
流
れ
の

中
で
、
共
通
に
実
施
す
べ
き
事
項
や
留
意
す
べ
き
点

等
に
つ
い
て
明
示
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
実
践

研
究
校
に
お
け
る
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な

指
導
事
例
と
し
て
、「
現
代
社
会
」
や
「
政
治
経
済
」

の
科
目
に
お
け
る
事
例
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

事
例
、
特
別
活
動
の
事
例
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

各
校
が
実
施
す
る
上
で
想
定
さ
れ
る
疑
問
点
等
を

Ｑ
＆
Ａ
と
し
て
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
生
徒
向
け
の
説

明
プ
リ
ン
ト
や
指
導
用
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
も
参

考
と
し
て
示
し
た
。

五
月
に
は
各
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
担
当
者
を

対
象
に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
理
論
と
実
践
に
つ
い
て

の
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
中
で
模
擬
投
票
の
実
践
に

つ
い
て
の
講
義
を
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
今
回
の

模
擬
投
票
実
施
に
あ
た
っ
て
の
質
疑
応
答
も
行
っ

た
。
そ
の
後
も
各
校
か
ら
の
質
問
や
要
望
を
受
け
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
て
、
円
滑
な
実
施
に

向
け
た
環
境
整
備
に
努
め
た
。

指
導
用
参
考
資
料
等
で
共
通
に
留
意
す
る
こ
と
と

し
た
事
項
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

・
事
前
指
導
、
模
擬
投
票
、
事
後
指
導
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
指
導
計
画
を
作
成
す
る
。

・
各
候
補
者
・
政
党
等
の
政
策
や
公
約
に
つ
い
て

は
、
生
徒
が
自
ら
調
べ
る
こ
と
と
し
、
事
前
指
導

の
際
に
教
員
が
資
料
を
作
成
、
配
付
す
る
こ
と
は

し
な
い
。

・
模
擬
投
票
は
実
際
の
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
行

う
。
ま
た
、
で
き
れ
ば
期
日
前
投
票
日
を
設
け
る
。

・
投
票
時
間
は
放
課
後
な
ど
授
業
時
間
以
外
と
し
、

自
由
投
票
、
秘
密
投
票
と
し
て
、
投
票
行
為
自
体

は
評
価
の
対
象
と
し
な
い
。

・
模
擬
投
票
の
開
票
は
、
実
際
の
選
挙
結
果
が
確
定

し
た
後
三
〇
日
以
上
経
過
し
て
か
ら
行
う
こ
と
と

し
、
結
果
の
開
示
は
当
該
の
授
業
や
教
育
活
動
内

に
止
め
、
外
部
へ
の
情
報
提
供
は
行
わ
な
い
。

必
ず
し
も
こ
れ
ら
の
事
項
が
す
べ
て
必
要
で
あ
る

と
は
限
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
全
国
初
で
あ
ろ
う

全
県
立
高
校
で
の
実
施
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
、
平

成
一
九
年
度
の
四
校
で
の
実
践
と
同
様
に
慎
重
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

模
擬
投
票
の
実
施
と
今
後
の
取
り
組
み

六
月
二
四
日
（
木
）、
第
二
二
回
参
議
院
議
員
選

挙
が
公
示
さ
れ
、
七
月
十
一
日
（
日
）
が
投
開
票
日

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
投
票
日
前
に
各
校

で
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
た
。

事
前
に
各
校
の
実
施
形
態
を
調
査
し
た
結
果
、
教

育
課
程
上
の
位
置
づ
け
状
況
は
表
の
と
お
り
で
、
公

民
科
の
授
業
の
中
で
取
り
組
む
計
画
の
学
校
が
多
か

っ
た
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活

動
と
合
わ
せ
て
全
校
生
徒
を
対
象
に
実
施
す
る
計
画

の
学
校
も
一
五
校
あ
り
、
参
加
予
定
生
徒
は
合
計
三

万
一
一
四
〇
人
で
あ
っ
た
。
具
体
的
な
展
開
は
各
校

ご
と
に
異
な
る
が
、
例
え
ば
図
の
よ
う
な
流
れ
で
事

表　教育課程上の位置づけ 

 実　施　区　分 校数 

 科目「現代社会」 54校 

 科目「政治経済」 54校 

 学校設定科目 15校 

総合的な学習の時間 26校 

 ホームルーム活動 14校 

 生徒会活動 10校 

 学校行事 ２校 

 ※複数の区分で実施する学校があるため、表の校
数の合計は、実際の学校数144校（分校含む）と
異なっている。 

教　　科 

特別活動 
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●プロフィール

たなかときよし

昭和55年から県立田奈
高校、弥栄西高校、弥
栄東高校、神奈川総合
高校教諭。平成9年か
ら11年間、神奈川県教
育委員会高校教育課で
県立高校の特色づく
り、県立高校改革の推
進に従事。県立横浜緑
園総合高校校長を経
て、平成22年から現職。

特 集   未成年模擬選挙を考える 

前
学
習
か
ら
事
後
学
習
ま
で
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。

投
票
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
投
票
箱
は
県
立
の

工
業
高
校
に
依
頼
し
て
全
校
分
を
製
作
し
、
事
前
に

一
個
ず
つ
配
付
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
市
区
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
記
載
台
と
と
も
に
借
用
し

た
学
校
や
、
独
自
に
製
作
し
た
学
校
も
あ
っ
た
。
投

票
用
紙
は
、
各
校
が
実
際
の
選
挙
の
投
票
用
紙
と
色

や
大
き
さ
を
変
え
る
こ
と
な
ど
に
配
慮
し
、
校
名
を

入
れ
る
な
ど
し
て
作
成
し
た
。
掲
示
用
の
比
例
区
の

候
補
者
・
候
補
政
党
一
覧
は
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
を
全
校
で
活
用
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
取
り
組
ん
だ
今
回
の
模
擬
投
票

に
つ
い
て
、
事
後
指
導
ま
で
を
含
め
て
一
〇
月
上
旬

頃
を
目
途
に
、
各
校
の
取
り
組
み
状
況
お
よ
び
成
果

と
課
題
を
集
約
し
、
検
証
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
県

内
の
多
く
の
高
校
生
が
、
実
際
の
国
政
選
挙
の
機
会

を
活
用
し
た
模
擬
投
票
と
い
う
体
験
を
通
し

て
、
政
治
を
生
活
に
身
近
で
重
要
な
問
題
と

捉
え
直
し
、
政
治
参
加
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

模
擬
投
票
の
実
施
は
、
あ
く
ま
で
も
一
つ

の
体
験
的
活
動
で
あ
り
、
事
前
や
事
後
の
活

動
も
含
め
、
政
治
参
加
意
識
を
高
め
る
と
い

う
目
標
に
向
っ
て
、
授
業
や
特
別
活
動
な
ど

に
お
い
て
、
年
間
を
通
じ
て
計
画
的
に
、
ま

た
継
続
的
に
学
習
活
動
に
位
置
づ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
立
し
た
社
会
人
の
育
成
を
め

ざ
す
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
は
、
社
会
生
活

の
実
践
力
を
高
め
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
模

擬
投
票
に
よ
る
政
治
参
加
意
識
を
高
め
る
取

り
組
み
だ
け
で
な
く
、
他
の
テ
ー
マ
と
と
も

に
総
合
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
各

校
の
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
シ
チ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
の
推
進
の
た
め
の
支
援
に
努
め
て
い

き
た
い
。

平成22年度教育課程上の位置づけ 例 

教科・科目：公民科・現代社会 
単元　　　：｢現代の民主政治と民主社会の倫理｣ 
授業時間　：50分×4回 
 

平成22年6月24日公示の参議 
院議員通常選挙の機会を活用 

総合教育Ｃ研修講座（5月） 

選挙管理委員会等関係機関と 
の事前調整指導計画の作成 

校内研修（5月～6月） 

保護者等への周知 

指導計画の作成 

１回目の授業：事前学習① 6月上旬頃 

２回目の授業：事前学習② 6月中旬頃 

３回目の授業：事前学習③ （公示日以降・6月下旬～7月上旬） 

○選挙制度と投票の意義　　　　選挙区制度の理解 
○選挙に関する基本原則　　　　選挙の目的と意義の確認 
 

○政党政治　　　　　　政党制・日本の政党についての理解 
○投票率の低下　　　　若年層の投票率低下の原因に関する考察 
 

○各政党の主張　　　　　　　　　　選挙公報や新聞記事を活用したまとめ 
○若年層に身近な政治的話題　　　　身近な政治や社会の問題の話合い 
○模擬投票に関する実施上の注意　　 
 

４回目の授業：事後学習（夏季休業明け・9月頃） 

○実際の選挙結果との比較・考察 
　　　　　　　　　　　　　　　　自らの学習と政治意識の変化の振返り 
○模擬投票実施後の意識の変化 
 

・マニフェスト・選挙公報や 
　新聞を利用 
・特定の政党・候補者の応援を 
　行わないよう留意 
 【模擬投票の実施】※投票日前に実施 

※放課後など授業時間外の実施 
※自由投票　　　※秘密投票 
（＊投票行為は学習評価の対象外） 

 

【開票】（夏季休業明け・9月頃） 
※実際の選挙結果の確定から30日以上経過後 
※結果は授業のみに止め、外部への情報提供

　は行わない 

成果の確認 指導後の振返りと課題整理 

次年度以降の実施計画の検討 
※シチズンシップ教育全体の23年度の指導計画の作成 

 

教育活動としての 
｢模擬投票｣ （例） 

図　平成22年度  全県立高等学校における模擬投票の実施 
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る

模
擬
選
挙
の
取
り
組
み

特
定
非
営
利
活
動
法
人R

ig
hts

副
代
表
理
事
　

小
林

庸
平

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
模
擬
選
挙
の
歴
史

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
はS

k
olv
al

と
呼
ば
れ
る
模
擬

選
挙
が
全
国
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
。skol

と
は
英

語
のschool

、val

と
はelection
で
あ
り
、
直
訳
す

る
と
学
校
選
挙
と
な
る
。

学
校
選
挙
は
中
学
生
・
高
校
生
を
対
象
と
し
て
お

り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
各
地
の
学
校
で
一
九
六
〇
年
代

か
ら
民
間
の
自
主
的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
施
さ
れ

て
き
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
全
国
規
模
の
事
業
と

な
っ
た
。
国
が
学
校
選
挙
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
一
九
九
八
年
か
ら
で
あ
る
。
一
九
九
八
年
の

学
校
選
挙
か
ら
は
、
各
学
校
の
模
擬
選
挙
結
果
が
集

計
・
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
が
四

年
に
一
度
、
同
時
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
〇
二

年
、
二
〇
〇
六
年
と
学
校
選
挙
が
行
わ
れ
て
き
た
。

二
〇
〇
六
年
の
学
校
選
挙
で
は
、
一
三
七
九
の
学
校

が
参
加
し
、
四
〇
万
四
九
一
七
人
の
生
徒
が
参
加
し

た
。今
年
も
九
月
一
九
日
に
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

学
校
選
挙
は
い
つ
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
だ

が
、
だ
い
た
い
は
国
政
選
挙
・
地
方
選
挙
・
E
U
選

挙
に
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
。
学
校
選
挙
は
通
常
の

選
挙
と
同
様
の
手
順
で
実
施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
無

記
名
の
秘
密
投
票
で
あ
る
。

政
府
が
学
校
選
挙
の
運
営
に
関
わ
る
理
由

学
校
選
挙
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
政
府
機
関
と
若

者
組
織
が
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
は
、
非
常
に
多
く
の
若
者
団

体
の
運
営
を
援
助
し
て
い
る
（
注
）
が
、
学
校
選
挙
の
よ
う

に
政
府
と
若
者
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
す
る
事

業
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
学
校
選
挙
は
方
法

論
も
か
な
り
確
立
さ
れ
て
お
り
、
実
施
に
膨
大
な
コ

ス
ト
も
必
要
と
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
他
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
の
連
携
も
容
易
で
あ
る
。
例
え
ば
、
学
校

選
挙
の
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
各
学
校
で
は
政
党
の
討

論
会
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
も
子

ど
も
た
ち
が
民
主
主
義
を
学
ぶ
上
で
安
価
で
非
常
に

有
効
な
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
選
挙
の
期
間
中
、
学
校
で
は
学
校
選

挙
と
関
連
し
た
授
業
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ

て
お
り
、
学
校
選
挙
の
教
育
効
果
を
高
め
る
工
夫
が

な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
選
挙
は
子
ど
も
・
若
者
の
政

治
リ
テ
ラ
シ
ー
（
活
用
能
力
）
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
を
高
め
る
た
め
に
効
果
的
な
事
業
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
、
政
府
も
学
校
選
挙
の
運
営
に
関

与
し
、
実
施
効
果
を
高
め
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
る
。

学
校
選
挙
の
運
営
体
制

図
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
学
校
選
挙
の
運
営
体
制

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
ス
ウ
ェ

サポート 
マテリアルを 

送付 

本物の 
投票用紙・ 
投票箱を送付 

各学校の 
投票結果を送付 

マニュアル 
の送付 

補助金 
（120万kr） 

学校選挙 
キットを 
送付 

参加 
申請 

 

Integrations-och 
jamstalldhetsdep 
artementet 

（社会統合・平等省） 

Skolverket 
（学校教育庁） 

Valmyndigheten 
（選挙管理委員会） 

Shool 
Organization 

（学校での運営主体） 

Skolval 2010 
（学校選挙2010） 

Ungdomsstyrelsen 
（青年事業庁） 

¨ ¨ 

図　学校選挙の運営体制

（注）スウェーデンの若者団体については、小林庸平（2010）「スウェーデンの実例から見る日本の若者政策・若者参画政策の
現状と課題」『季刊 政策・経営研究』2010 vol.3 を参照されたい。http://www.murc.jp/report/quarterly/201003/89.html
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こばやしようへい

昭和56年東京都生まれ。明治大学政
治経済学部経済学科卒、一橋大学大
学院経済学研究科修士課程修了。現
在、NPO法人Rights副代表理事およ
び民間シンクタンク研究員。専門は
公共経済学、応用計量経済学。平成
19年４月衆議院憲法調査特別委員会
の公聴会において、成人・選挙権年
齢の引き下げについて意見陳述。主
著に『18歳が政治を変える！』（共
編著、現代人文社、平成20年）など。

ー
デ
ン
の
学
校
選
挙
は
、政
府（
社
会
統
合
・
平
等
省
、

青
年
事
業
庁
、
学
校
教
育
庁
、
選
挙
管
理
委
員
会
）

と
民
間
（「
学
校
選
挙
二
〇
一
〇
」
と
い
う
運
営
団

体
）
が
連
携
し
て
実
施
に
当
た
っ
て
い
る
点
が
特
徴

的
で
あ
る
。
民
間
の
運
営
主
体
で
あ
る
学
校
選
挙
二

〇
一
〇
に
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
中
央
生
徒
協
議
会

（Sveriges
E
levrads

C
entral

O
rganisation：

SE
C
O

）や
全
国
若
者
会
（Sveriges

ungdom
sra

。d

）

と
い
っ
た
若
者
団
体
が
参
画
し
て
い
る
。

学
校
選
挙
を
実
施
す
る
か
否
か
は
、
各
学
校
の
主

体
性
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
学
校
で
の
運
営
体
制
も
、

①
教
師
だ
け
で
行
う
場
合
、
②
教
師
と
生
徒
が
行
う

場
合
、
③
生
徒
だ
け
で
行
う
場
合
、
が
あ
り
非
常
に

多
様
で
あ
る
。

各
学
校
が
学
校
選
挙
を
実
施
す
る
場
合
は
、
社
会

統
合
・
平
等
省
に
参
加
申
請
を
す
る
。
社
会
統
合
・

平
等
省
は
青
年
事
業
庁
、
学
校
教
育
庁
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
連
絡
を
す
る
。

青
年
事
業
庁
は
学
校
選
挙
キ
ッ
ト
（E

lection

B
ox

）
を
学
校
に
送
付
す
る
（
写
真
）。
ま
た
、
青

年
事
業
庁
は
学
校
選
挙
二
〇
一
〇
に
対
し
て
補
助
金

（
一
二
〇
万
ク
ロ
ー
ナ
、
約
一
四
五
〇
万
円
）
を
交

付
し
て
い
る
。
学
校
選
挙
二
〇
一
〇
は
、
各
学
校
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
各
学
校
か
ら
投

票
結
果
を
送
付
し
て
も
ら
い
、
青
年
事
業
庁
と
共
同

で
全
国
で
の
投
票
結
果
を
集
計
・
公
表
し
て
い
る
。

学
校
選
挙
の
開
票
結
果
は
、
一
般
の
選
挙
の
投
票

が
締
め
切
ら
れ
る
と
同
時
に
公
表
さ
れ
る
が
、
学
校

選
挙
の
全
国
集
計
結
果
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
も

の
は
、
青
年
事
業
庁
や
学
校
選
挙
二
〇
一
〇
が
求
め

る
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
学
校
の
投
票
結
果
だ
け

で
あ
る
。

二
〇
〇
六
年
の
学
校
選
挙
の
結
果
と
実
際
の
国
政

選
挙
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
学
校
選
挙
の
方
が
少

数
政
党
の
得
票
率
が
や
や
高
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外

は
実
際
の
国
政
選
挙
の
結
果
と
非
常
に
近
い
傾
向
を

示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
模
擬
選
挙
で
も
見
ら

れ
る
傾
向
で
あ
る
。

学
校
教
育
庁
は
、
政
党
を
学
校
に
招
い
て
討
論
会

を
開
催
す
る
場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
な
る
「
サ
ポ

ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
」
を
学
校
に
送
付
し
て
い
る
。
ま

た
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
実
際
の
選
挙
で
使
う
投
票

用
紙
や
投
票
箱
を
学
校
に
対
し
て
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
模
擬
選
挙
は
、

官
民
が
密
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
非
常
に
効
果
的
な

事
業
と
な
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に：

日
本
へ
の
示
唆

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
模
擬
選
挙
は
子
ど

も
・
若
者
の
政
治
リ
テ
ラ
シ
ー
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
を
高
め
る
た
め
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高

い
事
業
だ
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
若
者
団
体
の
自
主

的
な
運
営
を
確
保
し
つ
つ
、
各
政
府
機
関
が
充
実
し

た
協
力
体
制
を
敷
い
て
い
る
。

日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
し
て
お

り
、
若
年
投
票
率
が
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
子
ど
も
・
若
者
の
社
会
参
加
・
政

治
参
加
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
・
若
者
の
政
治
リ
テ
ラ

シ
ー
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
向
上
を
重
要
な
社
会

的
課
題
と
位
置
づ
け
、
全
国
規
模
で
の
模
擬
選
挙
の

実
施
を
始
め
と
し
た
多
様
な
方
策
を
講
じ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

青年事業庁から送付される学校選挙キット（Election Box）

特 集   未成年模擬選挙を考える 



政
治
参
加
と
学
校
教
育

日
本
国
憲
法
一
五
条
一
項
は
、「
公
務
員
を
選
定

し
、
及
び
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有
の

権
利
で
あ
る
」
と
し
、
同
条
三
項
に
お
い
て
、「
公

務
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普
通
選

挙
を
保
障
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
選

挙
権
が
、「
国
民
の
国
政
へ
の
参
加
の
機
会
を
保
障

す
る
基
本
的
権
利
と
し
て
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根

幹
を
成
す
も
の
」（
最
大
判
平
成
一
七
年
九
月
一
四

日
民
集
五
九
巻
七
号
二
〇
八
七
頁
）
で
あ
る
こ
と
は
、

疑
う
余
地
が
な
い
。
し
か
し
、
選
挙
権
は
、
国
民
の

権
利
で
あ
る
と
い
っ
て
も
、
今
日
の
昼
に
何
を
食
べ

る
か
、
来
週
末
の
休
暇
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
を

決
め
る
自
由
と
は
異
な
る
側
面
を
有
し
て
い
る
。
後

者
が
、
専
ら
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
決
め
る
自
由
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
選
挙
権
は
、
自
分
の
在
り
方
だ

け
で
な
く
、
共
に
暮
ら
す
他
の
人
々
の
在
り
方
に
も

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
決
定
に
参
画
す
る
権
利
で
あ

る
。み

ん
な
の
こ
と
を
み
ん
な
で
決
め
る
民
主
主
義
に

お
い
て
は
、
み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
の
責
任
を
、
み

ん
な
で
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
有
権
者
一

人
ひ
と
り
が
、
合
理
的
で
公
正
な
判
断
に
基
づ
き
、

責
任
感
を
も
っ
て
、
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
わ
が
国
に
お
い
て
、「
平
和

で
民
主
的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要

な
資
質
を
備
え
た
…
国
民
の
育
成
」（
教
育
基
本
法

一
条
）
が
教
育
の
目
的
と
さ
れ
、「
自
主
、
自
律
及

び
協
同
の
精
神
、
規
範
意
識
、
公
正
な
判
断
力
並
び

に
公
共
の
精
神
に
基
づ
き
主
体
的
に
社
会
の
形
成
に

参
画
し
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」

（
学
校
教
育
法
二
一
条
）
が
義
務
教
育
の
目
標
と
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
受
け
た
学
習
指
導

要
領
に
お
い
て
も
、「
民
主
政
治
の
推
進
と
、
公
正

な
世
論
の
形
成
や
国
民
の
政
治
参
加
と
の
関
連
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
選
挙
の
意
義
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
る
」（
中
学
校
社
会
〔
公
民
的
分
野
〕）、

「
民
主
政
治
に
お
け
る
個
人
と
国
家
に
つ
い
て
考
察

さ
せ
、
政
治
参
加
の
重
要
性
と
民
主
社
会
に
お
い
て

自
ら
生
き
る
倫
理
に
つ
い
て
自
覚
を
深
め
さ
せ
る
」

（
高
等
学
校
公
民
・
現
代
社
会
）
な
ど
を
、
科
目
の

内
容
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

た
だ
、
一
方
で
、
わ
が
国
に
お
け
る
若
者
層
は
、

投
票
率
が
低
く
、
ま
た
社
会
へ
の
参
加
意
識
が
乏
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
示
さ
れ
、
社
会
科

や
公
民
科
に
お
け
る
教
育
が
、
一
般
的
に
知
識
・
理

解
中
心
の
学
習
と
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
般
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
お
い
て
は
、
民
主

主
義
や
法
の
支
配
と
い
っ
た
基
本
的
な
概
念
の
理
解

を
、
個
々
の
知
識
を
体
系
化
さ
せ
、
知
識
・
技
能
を

活
用
す
る
活
動
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の

と
し
て
重
視
す
る
と
も
に
、
公
正
に
判
断
す
る
能
力

と
態
度
の
養
成
や
、
公
共
的
な
事
柄
に
自
ら
参
画
し

て
い
く
資
質
や
能
力
の
育
成
を
重
視
す
る
方
向
で
改

善
が
図
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

現
代
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
し
て
い
く
中
で
、「
幸

福
、
正
義
、
公
正
」
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て

い
く
の
か
を
身
に
付
け
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
、

自
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
止
め
、
主
体
的
に
考
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
力
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
。

模
擬
選
挙
の
意
義

こ
の
よ
う
に
、
有
権
者
教
育
の
基
本
的
枠
組
み
が

整
え
ら
れ
て
き
た
現
在
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、

か
か
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
適
切
か
つ
効
果
的

な
方
法
で
あ
る
。
未
成
年
者
に
よ
る
模
擬
選
挙
は
、

ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る

べ
き
一
つ
の
有
権
者
教
育
の
在
り
方
で
あ
ろ
う
。

模
擬
選
挙
に
認
め
ら
れ
る
第
一
の
意
義
は
、
た
と

え
そ
れ
が
疑
似
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
実
際

に
体
験
を
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
政
治
や
選
挙
と
の

距
離
を
縮
め
、
選
挙
の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
と
現
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実
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
政
治
参

加
へ
の
心
理
的
障
壁
を
低
く
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ま
た
、
第
二
に
、
教
科
書
等
を
通
じ
て
習
得
さ
れ

た
政
治
や
選
挙
に
関
す
る
知
識
を
、
文
字
の
上
だ
け

で
は
な
く
現
実
の
中
で
確
認
を
し
、
そ
れ
を
活
用
す

る
機
会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
三
に
、
自
ら
の
意
見
を
述
べ
議
論
を
し
て
案
を

ま
と
め
、
広
く
そ
の
理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
の
喜

び
と
難
し
さ
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

国
民
一
人
ひ
と
り
が
主
権
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
る

が
、
そ
れ
は
、
各
人
の
考
え
や
意
見
が
、
そ
の
ま
ま

実
現
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
国
民
主
権

と
は
国
民
一
人
ひ
と
り
が
専
制
君
主
に
な
る
こ
と
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
自
ら
の
意
見

を
述
べ
る
強
さ
と
自
分
と
は
異
な
る
意
見
に
耳
を
傾

け
る
優
し
さ
、
自
ら
の
見
解
が
通
っ
た
と
き
の
謙
虚

さ
と
通
ら
な
か
っ
た
と
き
の
潔
さ
、
そ
し
て
、
そ
の

決
定
を
反
省
し
、
さ
ら
に
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

く
希
望
を
学
ば
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

模
擬
選
挙
に
お
け
る
留
意
点

こ
の
よ
う
に
、
模
擬
選
挙
は
有
権
者
教
育
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
教
育
方
法
の
一
つ
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
の
活
用
に
お
い
て
は
、
留
意
す
べ

き
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
模
擬
選
挙
の
実

施
に
際
し
て
は
、「
特
定
の
政
党
を
支
持
し
、
又
は

こ
れ
に
反
対
す
る
た
め
の
政
治
教
育
そ
の
他
の
政
治

活
動
」（
教
育
基
本
法
一
四
条
二
項
）
に
当
た
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点

か
ら
は
、
架
空
の
政
党
や
候
補
者
を
設
定
し
、
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
作
成
し
て
、
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
る
場
合
に
は
、

教
員
が
、
生
徒
の
発
達
段
階
に
ふ
さ
わ
し
い
政
治
的

課
題
を
選
定
し
、
争
点
が
明
確
に
な
る
よ
う
な
形
で

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と

と
も
に
、
政
策
の
当
否
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
議
論

を
行
い
や
す
い
。
た
だ
、
他
方
で
、
実
際
の
選
挙
と

並
行
し
実
在
の
政
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
等
を
用
い
て

模
擬
選
挙
を
行
う
こ
と
に
は
臨
場
感
が
あ
り
、
生
徒

の
興
味
や
現
実
の
政
治
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と

い
う
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
方
法

を
一
概
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
等
の
内
容
に
つ
い
て
適
否
を
決
め
つ
け
る
よ

う
な
こ
と
は
せ
ず
、
争
点
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
背
景
に
あ
る
考
え
方
や
、
そ
の
よ
う
な
政
策
を
採

用
し
た
場
合
の
効
果
の
相
違
な
ど
を
客
観
的
に
整
理

す
る
に
留
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
に
、
そ
れ
と
の
関
係
で
、
現
実
の
選
挙
と
模

擬
選
挙
と
の
相
違
に
つ
い
て
も
留
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
近
時
、
選
挙
に
お
い
て
、
政
策
と
り
わ
け

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
持
つ
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
自
体
は
、
あ
る
べ
き
選
挙
の
在
り
方
を
示

す
一
つ
の
方
向
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
選
挙

に
お
い
て
は
、
各
政
党
や
候
補
者
の
こ
れ
ま
で
の
実

績
や
、
党
首
あ
る
い
は
各
候
補
者
の
人
柄
等
が
考
慮

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
授
業
等
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
点
に
関
す
る
評
価
に
立
ち
い
る
こ
と
に

は
、
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
現

実
の
選
挙
と
並
行
し
て
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
場
合

に
お
い
て
も
、
①
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
中
心
に
政
策
を

●プロフィール
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学
習
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
②
現

実
の
選
挙
結
果
と
模
擬
選
挙
の
結
果
の
相
違
に
固
執

す
べ
き
で
は
な
い
。

第
三
に
、
模
擬
選
挙
を
イ
ベ
ン
ト
し
て
終
わ
ら
せ

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
せ
っ
か
く
の
体
験

を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
れ
を
選
挙

制
度
等
の
統
治
機
構
の
学
習
、
あ
る
い
は
個
人
、
政

党
お
よ
び
圧
力
団
体
の
行
動
が
政
策
決
定
に
及
ぼ
す

影
響
な
ど
の
政
治
過
程
に
関
す
る
学
習
に
つ
な
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
模
擬
選

挙
の
学
習
効
果
は
、
そ
れ
を
そ
の
前
後
の
学
習
と
有

機
的
に
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

模
擬
選
挙
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
試
み
で

あ
る
。
そ
れ
が
展
開
す
る
過
程
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
が
顕
在
化
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
す

べ
て
が
初
め
か
ら
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ

も
そ
も
、
民
主
主
義
自
体
が
、
国
民
全
体
で
取
り
組

む
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
。

模
擬
選
挙
が
問
題
点
を
克
服
し
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
教
育
方
法
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

特 集   未成年模擬選挙を考える 



子
ど
も
た
ち
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
特
質
（
そ
の
２
）

政
治
へ
の
関
心

Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
に
お
け
る
「
市
民
的
関
心
と
政
治
的

活
動
」
の
視
点
で
は
、「
私
は
政
治
に
興
味
が
あ
る
」

か
ど
う
か
を
率
直
に
問
う
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

政
治
へ
の
関
心
度
の
世
界
平
均
は
三
九
％
で
し
た
。

世
界
の
一
四
歳
の
子
ど
も
た
ち
の
政
治
へ
の
関
心

は
、
や
は
り
低
い
と
い
え
ま
す
。
し
か
し
、
調
査
国

の
中
に
は
、
政
治
へ
の
関
心
度
が
五
〇
％
を
超
え
る

国
々
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
て
、
世
界
で
最
も
子
ど
も

た
ち
の
政
治
へ
の
関
心
度
が
高
い
国
は
、
ど
こ
だ
と

思
わ
れ
ま
す
か
。

そ
れ
は
、
キ
プ
ロ
ス
（
六
六
％
）
で
す
。
キ
プ
ロ

ス
の
あ
と
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
六
三
％
）、
ロ
シ

ア
（
五
四
％
）、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
五
四
％
）
と
続
き

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
政
治
へ
の
関
心
は
、
ど
の
あ
た
り
に
位
置
づ
く

と
予
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
よ
く
政
治

的
無
関
心
が
話
題
と
な
り
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
に
つ

い
て
の
第
三
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
、
国
際
教
育

到
達
度
評
価
学
会
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
世
界
の
子
ど

も
た
ち
の
市
民
性
に
関
す
る
調
査
と
、
広
島
大
学
の

棚
橋
健
治
教
授
を
代
表
と
す
る
日
本
の
研
究
グ
ル
ー

プ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
特
に
日
本
と
の
違
い
を

意
識
し
な
が
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
の

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
特
質
を
さ
ら
に
探
り
ま
す
。

市
民
的
関
心
と
政
治
的
活
動

前
回
は
両
調
査
の
五
つ
の
視
点
の
中
か
ら
、
子
ど

も
た
ち
の
「
市
民
的
知
識
と
技
能
」
に
つ
い
て
の
調

査
結
果
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日

本
の
子
ど
も
た
ち
と
の
比
較
で
興
味
深
い
差
異
が
確

認
で
き
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
に
お
け
る
市
民
的

知
識
と
技
能
に
関
す
る
総
合
的
結
果
は
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
が
世
界
第
二
位
で
あ
っ
た
と
い

う
事
実
も
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、「
市
民
的
関
心
と
政
治
的
活
動
」
に
つ

い
て
の
調
査
結
果
を
取
り
上
げ
ま
す
。
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「
市
民
的
知
識
と
技
能
」
だ
け
で
な
く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
学
力
調
査
等
々
、
あ
ら
ゆ
る
世
界
的
な
調
査
で
近

年
、
つ
ね
に
上
位
に
位
置
づ
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
と
日
本
の
研
究
グ
ル
ー
プ
の

調
査
の
結
果
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
の
政
治

へ
の
関
心
は
、
参
加
国
中
最
下
位
の
わ
ず
か
二
一
％

で
し
た
。
逆
に
日
本
の
子
ど
も
た
ち
は
五
〇
％
で
、

な
ん
と
ロ
シ
ア
や
ス
ロ
バ
キ
ア
に
続
き
、
世
界
で
五

番
目
に
政
治
へ
の
関
心
が
高
い
と
い
う
結
果
で
す
。

日
本
は
、
キ
プ
ロ
ス
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
ロ
シ
ア
・

ス
ロ
バ
キ
ア
と
並
ぶ
政
治
的
関
心
の
上
位
国
。
一
方
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
続
く
政
治
的
関
心
の
下
位
国
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
二
三
％
）、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
（
二

五
％
）、
チ
ェ
コ
（
二
八
％
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
三

〇
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
上
位
国
と
下
位
国
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明

確
な
共
通
性
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
上
位

国
の
ほ
と
ん
ど
は
民
族
問
題
等
々
に
よ
り
政
治
的
な

混
乱
を
高
い
頻
度
で
経
験
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

下
位
国
の
ほ
と
ん

ど
は
、
福
祉
政
策

が
し
っ
か
り
と
し

て
い
る
（
と
い
わ

れ
て
い
る
）
国
々

で
す
。

こ
の
調
査
結
果

と
情
報
か
ら
は
、

様
々
な
解
釈
が
な

さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
が
、
日

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育

第3回

タメラ小学校（2008年12月筆者撮影）

大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
准
教
授
　
永
田

忠
道



本
の
デ
ー
タ
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
を
活
用
し
た
日
本
の

研
究
グ
ル
ー
プ
独
自
の
追
試
的
調
査
の
結
果
に
な
り

ま
す
の
で
、
そ
の
点
は
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
こ
で
も
大
き
な
差
異
が
あ
る
よ
う
で
す
。

政
治
に
つ
い
て
の
情
報
源

Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
に
お
け
る
「
市
民
的
関
心
と
政
治
的

活
動
」
の
視
点
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
政
治
に
つ
い

て
の
情
報
を
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
・
ラ
ジ
オ
の
ニ

ュ
ー
ス
・
新
聞
の
い
ず
れ
か
ら
入
手
し
て
い
る
の
か

も
問
う
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
項
目
に
つ
い
て
の
世

界
平
均
は
、
テ
レ
ビ
が
八
六
％
、
新
聞
が
六
八
％
、

ラ
ジ
オ
が
五
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

政
治
に
つ
い
て
の
情
報
源
に
関
す
る
結
果
は
、
ど
の

よ
う
で
し
ょ
う
か
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
テ
レ
ビ
が
八
九
％
、
新
聞
が

七
三
％
、
ラ
ジ
オ
が
四
五
％
で
す
。
日
本
は
、
テ
レ

ビ
が
九
五
％
、
新
聞
が
七
〇
％
、
ラ
ジ
オ
が
二
一
％

で
す
。

両
国
に
共
通
す
る
こ

と
と
し
て
は
、
政
治
的

情
報
源
と
し
て
の
テ
レ

ビ
と
新
聞
の
存
在
は
世

界
平
均
よ
り
も
高
く
、

一
方
で
ラ
ジ
オ
は
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

と
は
い
え
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
結
果
は
、
そ

れ
ほ
ど
世
界
平
均
か
ら
大
き
く
離
れ
た
も
の
と
は
な

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
結
果
は
特
徴
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
は
、
政
治
的
情
報
源
と
し
て
の
テ
レ
ビ
の
位
置

づ
け
に
つ
い
て
、
日
本
の
九
五
％
と
い
う
結
果
は
、

Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
の
最
上
位
国
で
あ
る
チ
ェ
コ
の
九
四
％

を
上
回
る
も
の
で
す
。
逆
に
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
の
二
一
％
は
、
Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
の
最

下
位
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
四
一
％
を
大
き
く
下
回

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
い
え
る
こ
と
は
、
日
本
の
子
ど
も

た
ち
が
政
治
に
つ
い
て
の
情
報
の
多
く
を
テ
レ
ビ
の

ニ
ュ
ー
ス
に
依
存
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
も
同
様
の
傾
向

性
は
あ
る
も
の
の
日
本
ほ
ど
極
端
で
は
な
く
、
よ
り

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
情
報
入
手
の
可
能
性
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と

日
本
の
子
ど
も
た
ち
と
学
校

前
回
か
ら
続
い
て
、
こ
こ
ま
で
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
子
ど
も
た
ち
の
「
市
民
的
知
識
と
技
能
」
お
よ
び

「
市
民
的
関
心
と
政
治
的
活
動
」
の
調
査
結
果
を
軸

に
、
考
察
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

本
稿
の
最
後
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
子
ど

も
た
ち
の
学
校
で
の
学
習
状
況
に
関
す
る
調
査
結
果

も
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
調
査
と
日
本
調
査
で
は
、
学
校
に
お
い
て

「
国
や
地
方
の
選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

学
ん
だ
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
問
い
ま
し
た
。
こ
こ
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ま
で
の
他
の
調
査
結
果
も
勘
案
し
て
考
え
る
と
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
と
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
反
応
は
、
ど

の
よ
う
に
予
想
さ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

結
果
は
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
八
六
％

（
※
）

が
「
学

ん
だ
」
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
わ
ず
か
三
四
％
の
子
ど
も
た
ち
し
か
回
答
し

て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
結
果
、
お
よ
び
こ
こ
ま
で
ご
紹
介
し
て
き
ま

し
た
国
際
比
較
調
査
結
果
か
ら
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
子
ど
も
た
ち
は
「
市
民
的
知
識
と
技
能
」
は
優
れ

て
い
る
が
、
政
治
へ
の
関
心
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い

よ
う
で
あ
る
、
と
い
え
そ
う
で
す
。
す
な
わ
ち
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
校
教
育
に
お
け
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ

ッ
プ
教
育
に
つ
い
て
は
、
世
界
的
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
面
と
と
も
に
、
そ
う
で
な
い
面
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
い
か
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
レ
ベ
ル
の
考
察
が
必
要

な
よ
う
で
す
。

次
号
以
降
で
は
、
渡
部
竜
也
・
東
京
学
芸
大
学
講

師
が
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
に
タ
ン
ペ
レ
市
を
中
心

に
実
施
し
ま
し
た
現
地
調
査
の
結
果
も
交
え
な
が

ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
け
る
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ

プ
教
育
に
該
当
す
る
教
科
目
の
内
容
や
授
業
の
特

質
」
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

（
※
）
本
調
査
に
お
け
る
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
政
治
へ
の

関
心
や
選
挙
の
重
要
性
に
関
す
る
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
の

類
似
の
調
査
よ
り
高
い
反
応
率
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
調
査
対
象
者
全
員
が
、
社
会
科
公
民
的
分
野
を
学
習

中
の
中
学
三
年
生
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

タンペレ大学附属学校（2008年12月筆者撮影）
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料
金
割
引
の
た
め
に
手
当
て
し
た
原
資
三
兆
円
を
、

新
規
の
高
速
道
路
整
備
に
も
転
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
道
路
整
備
事
業
財
政
特
別
措
置
法
改
正
案
を
通
常

国
会
に
提
出
。
原
資
の
転
用
に
よ
り
割
引
規
模
を
縮

小
し
、
現
行
割
引
の
多
く
を
廃
止
し
た
上
で
、
普
通

車
二
千
円
、
軽
自
動
車
千
円
な
ど
を
上
限
と
し
、
一

部
で
は
事
実
上
の
値
上
げ
と
な
る
新
料
金
制
度
を
六

月
か
ら
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

無
料
化
か
道
路
整
備
か

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
国
交
省
の
思
惑
自
体
が
わ
か

り
に
く
い
。
国
交
省
は
、
財
源
自
体
は
削
ら
れ
た
も

の
の
、
無
料
化
実
現
に
向
け
て
動
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
自
民
党
政
権
時
代
に
制
度
設
計
さ
れ

た
現
行
の
料
金
割
引
制
度
に
つ
い
て
は
見
直
し
、
事

実
上
の
値
上
げ
を
盛
り
込
ん
だ
新
料
金
制
度
の
導
入

を
打
ち
上
げ
た
。

国
交
省
が
四
月
九
日
に
公
表
し
た
新
料
金
制
度
の

基
本
方
針
で
は
「
現
行
の
割
引
制
度
は
多
額
の
国
費

投
入
に
よ
る
人
気
取
り
で
、
持
続
不
可
能
。
休
日

（
土
日
祝
日
）
の
『
上
限
千
円
』
で
大
規
模
な
渋
滞

を
引
き
起
こ
し
た
り
、
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
）
搭
載
車
に
限
定
す
る
な
ど
の
問
題
も
あ

っ
た
」
な
ど
と
厳
し
く
批
判
。

現
行
割
引
の
「
休
日
上
限
千
円
」
な
ど
は
特
措
法

の
「
利
便
増
進
事
業
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

改
正
案
で
は
こ
の
事
業
の
対
象
を
、
四
車
線
化
や
高

速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
区

間
の
連
結
整
備
な
ど
道
路
整
備
に
拡
大
し
、
事
実
上

の
値
上
げ
を
盛
り
込
ん
だ
形
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
反
す
る
」

れ
る
こ
と
に
よ
る
経
済
効
果
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
減
少
、
一
般
道
の
混
雑
緩
和
な
ど
の
効
果
が
確
認

で
き
た
と
し
て
も
、
無
料
化
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る

か
ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
高
速
道

路
の
無
料
化
は
民
主
党
が
昨
年
夏
の
衆
院
選
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
（
政
権
公
約
）
で
打
ち
出
し
た
目
玉
政
策
。

し
か
し
、
民
主
党
政
権
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
国
交

省
が
二
二
年
度
の
事
業
費
と
し
て
要
求
し
た
財
源
六

千
億
円
は
、
子
ど
も
手
当
の
実
施
な
ど
の
影
響
で
、

最
終
的
に
は
一
千
億
円
に
削
減
さ
れ
、
対
象
は
高
速

道
路
総
延
長
の
約
二
割
、
料
金
収
入
全
体
の
五
％
程

度
を
占
め
る
区
間
に
と
ど
ま
っ
た
の
が
実
態
だ
。

そ
の
一
方
で
、
国
交
省
は
、
現
行
の
高
速
道
路
の

高
速
道
路
を
ど
う
す
べ
き
か
―
。「
料
金
の
無
料

化
」「
建
設
の
促
進
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
声
が
入
り

乱
れ
、
先
行
き
が
ま
っ
た
く
見
え
な
い
状
況
だ
。
参

院
選
で
の
民
主
党
の
敗
北
も
大
き
く
影
響
し
、
無
料

化
の
実
現
は
風
前
の
灯
火
と
な
っ
て
い
る
。

「
仕
事
で
高
速
道
路
を
使
う
か
ら
無
料
化
は
助
か

る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
利
用
が
多
く
な
れ

ば
、
逆
に
混
雑
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。」

全
国
三
一
都
道
府
県
の
高
速
道
路
三
七
路
線
五
〇

区
間
で
無
料
化
の
社
会
実
験
が
ス
タ
ー
ト
し
た
六
月

二
八
日
、
高
速
道
路
利
用
者
の
男
性
は
、
こ
う
感
想

を
述
べ
た
。

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
対
象
区
間
で
は
二
八
日

か
ら
七
月
二
日
ま
で
の
平
日
五
日
間
の
交
通
量
が
、

実
験
前
に
比
べ
七
三
〜
八
〇
％
増
。
日
曜
日
と
初
め

て
重
な
っ
た
七
月
四
日
は
実
験
前
の
日
曜
日
よ
り
七

八
％
増
加
す
る
な
ど
、
利
用
者
は
確
実
に
増
え
た
。

そ
の
一
方
で
、
実
験
の
対
象
区
間
と
並
行
す
る
主
な

国
道
で
は
交
通
量
が
平
均
一
八
％
減
り
、
一
般
道
の

混
雑
緩
和
に
役
立
つ
こ
と
を
裏
づ
け
た
。

こ
の
実
験
は
平
成
二
三
年
三
月
末
ま
で
続
け
ら
れ

る
。
し
か
し
、
一
般
道
に
比
べ
移
動
時
間
が
短
縮
さ

高
速
道
路
の
建
設
と
無
料
化

山形道 庄内空港－酒田（山形） 4.39倍 

東北中央道 山形上山－山形中央（山形） 3.83 

米沢南陽道路 米沢北－南陽高畠（山形） 3.70 

延岡南道路 延岡南－門川（宮崎） 3.12 

深川留萌道 深川西－深川JCT（北海道） 3.08 

江津道路 江津－江津西（島根） 2.96 

秋田外環状道路 秋田北－昭和男鹿半島（秋田） 2.96 

舞鶴若狭道 舞鶴東（京都）－大飯高浜（福井） 2.89 

椎田道路 築城－椎田（福岡） 2.89 

道東道 音更帯広－池田（北海道） 2.80 

 

 道路名 計測区間名（都道府県） 実験前との比較 

 

＊比較対象は、6月20日（日） 

表　無料実験初の日曜日となった7月4日の交通量増加上位10
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と
、
民
主
党
の
小
沢
一
郎
幹
事
長
（
当
時
）
の
猛
反

発
を
呼
び
、
法
案
は
臨
時
国
会
で
も
継
続
審
議
と
な

り
、
成
立
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
。

物
流
コ
ス
ト
低
減
さ
せ
る
無
料
化

高
速
道
路
の
無
料
化
に
は
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
が
流
通
コ
ス
ト
の
低

減
だ
。
海
外
の
先
進
国
で
は
、
高
速
道
路
は
原
則
無

料
と
な
っ
て
い
る
国
が
多
い
。
自
民
党
政
権
時
代
の

経
済
財
政
諮
問
会
議
で
も
、
日
本
の
高
コ
ス
ト
体
質

が
企
業
の
国
際
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
な
ど
の
指
摘

が
出
さ
れ
て
お
り
、
無
料
化
を
求
め
る
意
見
も
提
出

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
も
期
待
で
き
る
。
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
物
流
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
た
め
、

港
湾
や
空
港
か
ら
遠
距
離
の
地
域
で
の
製
造
拠
点
の

立
地
を
躊
躇
し
て
い
た
企
業
も
、
無
料
化
が
実
現
す

れ
ば
立
地
を
検
討
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
料
金
が
か
か
ら
な
く
な
る
た
め
、
観
光
客
の
誘

致
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
互
い
に
交
流

の
な
か
っ
た
地
域
同
士
が
相
互
に
通
勤
や
買
い
物
圏

内
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
新
た
な
需
要
を
生
む
可
能
性
も
あ
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
無
料
化
を
推
進
す
る
人
々
は
、

高
速
道
路
建
設
の
抑
制
も
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
強
調
し

て
い
る
。
無
料
化
す
れ
ば
料
金
収
入
に
よ
る
道
路
整

備
は
事
実
上
で
き
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。

そ
の
一
方
、
無
料
化
に
は
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

そ
の
代
表
例
が
、
受
益
者
負
担
の
構
図
が
崩
れ
る
こ

と
だ
。
高
速
道
路
を
無
料
化
し
、
仮
に
新
規
の
整
備

を
取
り
や
め
た
と
し
て
も
、
既
存
の
高
速
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
は
必
要
と
な

る
。
無
料
化
に
な
れ
ば
高
速
道
路
自
体
か
ら
は
収
益

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
維
持
管
理
に
は
税
金
を

投
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

こ
れ
以
外
に
も
、
活
性
化
か
ら
取
り
残
さ
れ
る
地

域
が
出
る
、
他
の
公
共
交
通
へ
の
影
響
、
環
境
汚
染

の
拡
大
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

必
要
な
青
写
真

民
主
党
は
参
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
も
「
高
速

道
路
は
、
無
料
化
し
た
際
の
効
果
や
他
の
公
共
交
通

の
状
況
に
留
意
し
つ
つ
、
段
階
的
に
原
則
無
料
と
し

ま
す
」
と
原
則
無
料
化
を
崩
し
て
い
な
い
。
こ
れ
に

対
し
、
自
民
党
は
「
高
速
道
路
会
社
の
民
営
化
と
受

益
者
負
担
の
原
則
を
堅
持
し
、
無
料
化
し
な
い
。
高

速
道
路
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
グ
（
不
連
続
区
間
）
を

解
消
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の
利
便
性
に
資
す
る
割

引
制
度
を
維
持
、
拡
充
す
る
」
と
し
て
い
る
。

高
速
道
路
を
め
ぐ
っ
て
民
主
党
が
「
原
則
無
料

化
」、
自
民
党
が
「
無
料
化
せ
ず
、
道
路
整
備
も
促

進
」
と
い
う
具
合
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
形

だ
が
、
現
在
、
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
日
本
の
経
済

社
会
で
高
速
道
路
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う

青
写
真
だ
ろ
う
。

現
在
、
日
本
の
貿
易
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
米
国
だ
っ
た
日
本
の
貿
易

相
手
国
の
ト
ッ
プ
は
平
成
一
六
年
か
ら
中
国
と
な
っ

た
。
中
国
へ
の
シ
フ
ト
に
伴
い
、
輸
出
入
の
物
流
を

担
う
港
湾
に
も
変
化
が
現
れ
、
こ
れ
ま
で
対
米
に
向

け
た
太
平
洋
岸
の
港
湾
か
ら
、
対
中
貿
易
の
急
増
に

象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
に
向
け
た
港
湾
の
取

扱
量
が
急
増
し
て
い
る
。
福
岡
県
の
博
多
港
も
ア
ジ

ア
と
の
貿
易
拡
大
に
と
も
な
い
、
国
際
コ
ン
テ
ナ
航

路
が
拡
大
。
現
在
、
博
多
港
の
七
割
前
後
が
対
中
国
、

韓
国
向
け
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
う
し
た
ア
ジ
ア
へ
の
貿
易
シ
フ
ト
は
、
日
本
海

側
沿
岸
の
港
に
も
影
響
し
、
例
え
ば
新
潟
港
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
は
一
五
年
に
十
二
万
五
〇
三
七
Ｔ
Ｅ
Ｕ

（
二
〇
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を
一
単
位
と
す
る
単
位
）

だ
っ
た
の
が
、
一
九
年
に
は
一
六
万
一
八
九
一
Ｔ
Ｅ

Ｕ
に
急
増
し
て
い
る
。
最
近
は
増
加
傾
向
も
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
経
済
成
長
を
続
け
る
ア

ジ
ア
と
の
貿
易
が
増
え
る
に
つ
れ
、
九
州
沿
岸
、
日

本
海
沿
岸
な
ど
ア
ジ
ア
に
近
い
地
域
の
港
湾
の
重
要

性
は
増
す
だ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
日
本
の
物
流
も
変
わ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
貿
易
を
考
え
れ
ば
、
首
都
圏
と
地
方

圏
を
大
動
脈
で
結
ぶ
ほ
か
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側

の
ア
ク
セ
ス
を
よ
り
良
く
す
る
必
要
な
ど
も
出
て
く

る
。ま

た
、
戦
後
築
い
て
き
た
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
も
課
題
だ
。
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
完
成
さ
せ
る
の
か
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
本

格
化
す
る
中
で
、
こ
れ
以
上
の
整
備
は
必
要
な
い
と

判
断
す
る
の
か
、
日
本
の
中
長
期
的
な
成
長
戦
略
の

中
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
高
速
道
路
の
無
料
化
よ
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
、
無
料
化
や
割
引
と
整
備
の

促
進
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
〝
高
速
道
路
戦
略
〞

が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。



が
あ
り
ま
す
。
連

邦
政
府
は
外
交
や

国
防
、
社
会
保
障

と
い
っ
た
権
限
し

か
持
た
ず
、
多
く

の
権
限
が
共
同

体
・
地
域
に
移
譲

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
じ
言
語
の
住
民

の
集
合
体
で
あ
る

「
共
同
体
」
は
主

に
文
化
・
教
育
等

を
、
領
域
で
あ
る

「
地
域
」
は
主
に

国
土
保
全
、農
業
、

経
済
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
等
を
所
管
し
て
い
ま
す
。
地
域
、
共
同

体
に
は
議
会
と
政
府
が
あ
り
、
連
邦
と

の
間
に
上
下
関
係
は
な
い
と
さ
れ
ま
す
。

総
選
挙
後
、
国
王
は
長
老
格
の
政
治

家
等
を
情
報
提
供
者
に
指
名
し
、
組
閣

担
当
者
（
首
相
候
補
）
の
選
定
に
当
た

ら
せ
ま
す
。
国
王
か
ら
任
命
さ
れ
た
組

閣
担
当
者
が
組
閣
作
業
に
挑
み
ま
す
が
、

政
治
信
条
（
社
会
主
義
、
自
由
主
義
）、

宗
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
、
世
俗
主
義
）、
言

語
・
文
化
な
ど
複
数
の
対
立
軸
が
存
在

す
る
た
め
、
政
党
間
で
複
雑
な
調
整
が

行
わ
れ
ま
す
。
成
立
ま
で
日
数
が
か
か

る
こ
と
が
多
く
、
前
回
総
選
挙
後
は
二

〇
〇
日
近
く
か
か
り
、
今
回
も
八
月
末

現
在
、
新
内
閣
は
誕
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

連
邦
政
府
の
大
臣
は
、
首
相
を
除
い

て
蘭
語
系
と
仏
語
系
を
同
数
と
す
る
よ

う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月

に
発
足
し
た
内
閣
は
、
蘭
語
系
・
仏
語

系
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
リ
ス
ト
教
政
党
お
よ

び
自
由
党
に
、
仏
語
系
の
社
会
党
が
加

わ
っ
た
五
党
か
ら
な
る
連
立
政
権
で
す
。

連
邦
議
会

二
院
制
で
、
任
期
は
い
ず
れ
も
四
年

で
す
が
、
下
院
は
任
期
中
の
解
散
が
あ

り
ま
す
。
両
院
は
法
律
の
制
定
、
国
際

条
約
の
締
結
な
ど
は
共
同
で
行
い
ま
す

が
、
最
終
的
な
決
定
権
は
下
院
に
あ
り

ま
す
。
予
算
議
決
や
内
閣
不
信
任
議
決

は
下
院
の
権
限
で
す
。
連
邦
議
会
と
共

同
体
・
地
方
政
府
と
の
利
害
対
立
解
決

は
上
院
の
役
割
で
す
。

上
院
（
七
一
議
席
）
は
、
①
直
接
選

挙
で
選
出
さ
れ
る
四
〇
人
（
フ
ラ
ン
ド

ル
二
五
、
ワ
ロ
ン
一
五
）、
②
共
同
体
議

会
の
議
員
の
中
か
ら
指
名
さ
れ
る
二
一

人
（
蘭
語
一
〇
、
仏
語
一
〇
、
独
語
一
）、

③
①
②
の
上
院
議
員
に
よ
っ
て
指
名
さ

れ
る
一
〇
人
（
蘭
語
六
、
仏
語
四
）
か

オ
ラ
ン
ダ
語
系
住
民
、
フ
ラ
ン
ス
語

系
住
民
、
ド
イ
ツ
語
系
住
民
で
成
り
立

つ
ベ
ル
ギ
ー
は
、
北
部
蘭
語
圏
と
南
部

仏
語
圏
の
対
立
が
激
し
く
、
六
月
に
行

わ
れ
た
上
下
院
総
選
挙
に
お
い
て
、
蘭

語
圏
の
分
離
・
独
立
を
訴
え
る
「
新
フ

ラ
ン
ド
ル
同
盟
」
が
躍
進
し
て
僅
差
な

が
ら
第
一
党
と
な
り
、
今
後
の
政
治
動

向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

政
治
体
制

立
憲
君
主
国
で
、
国
王
は
国
家
元
首

と
し
て
複
雑
な
国
内
を
ま
と
め
る
シ
ン

ボ
ル
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

連
邦
議
会
と
共
同
で
立
法
権
を
行
使
し
、

行
政
権
を
有
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

関
係
大
臣
の
副
書
が
必
要
で
、
権
限
は

立
憲
君
主
制
の
枠
内
と
い
え
ま
す
。
総

選
挙
後
の
新
首
相
選
出
に
大
き
く
関
与

し
、
時
に
政
治
的
な
争
点
に
発
言
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
「
不
文
の
慣

習
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
共
同
体
」

と
「
地
域
」
が
存
在
す

る
連
邦
国
家
で
あ
る
と

い
う
点
に
大
き
な
特
色

ら
成
り
ま
す
。
下
院
（
一
五
〇
議
席
）

は
、
州
等
を
単
位
と
す
る
十
一
の
大
選

挙
区
か
ら
、
直
接
選
挙
で
選
出
さ
れ
ま

す
。選

挙
権
は
一
八
歳
以
上
、
被
選
挙
権

は
二
一
歳
以
上
で
、
両
院
と
も
直
接
選

挙
で
選
出
さ
れ
る
議
員
は
、
非
拘
束
名

簿
式
比
例
代
表
制
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ

ま
す
。

投
票
方
法
に
は
、
①
一
票
を
政
党

（
政
党
名
簿
）
に
投
票
す
る
方
法
、
②
同

一
政
党
名
簿
の
複
数
の
候
補
者
に
投
票

す
る
（
優
先
投
票
）
方
法
が
あ
り
ま
す
。

各
選
挙
区
の
政
党
得
票
数
は
、
政
党

名
簿
へ
の
投
票
数
と
優
先
投
票
が
行
わ

れ
た
票
の
数
（
複
数
の
候
補
者
に
投
票

し
て
も
一
票
）
を
合
算
し
、
ド
ン
ト
方

式
で
各
政
党
に
議
席
を
配
分
し
ま
す
。

当
選
者
は
、
ま
ず
優
先
投
票
の
得
票

が
一
定
基
準
に
達
し
た
者
か
ら
選
ば
れ
、

以
下
は
政
党
得
票
の
名
簿
登
載
順
に
よ

る
配
分
等
に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

投
票
は
義
務
で
あ
り
、
棄
権
を
す
る

と
戒
告
処
分
や
罰
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す

が
、
実
際
に
は
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
が
多

い
こ
と
か
ら
、
つ
ね
に
九
〇
％
を
超
え
て

い
た
投
票
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、
今

回
の
総
選
挙
は
八
九
・
二
二
％
で
し
た
。

連邦と「共同体」「地域」 

蘭語圏共同体　――　　 ――　フランドル地域（蘭語圏） 
     
仏語圏共同体　――　　 ――　ワロン地域（仏語圏＋独語圏） 
     
独語圏共同体　――　　 ――　ブリュッセル首都地域 

連
　
　
邦 

オランダ語圏 

フランス語圏 

ド
イ
ツ
語
圏 

 

ブリュッセル 
（両語圏） ベベ

ルル
ギギ
ーー

ベベ
ルル
ギギ
ーー
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全国各地の啓発活動を
レポートします。

板
を
切
り

抜
き
、
ペ
ン

キ
を
塗
っ

て
五
枚
の

パ
ネ
ル
を

完
成
さ
せ

ま
し
た
。

よ
こ
は
ま
選
挙

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
（
横
浜
市
）

横
浜
市
選
管
が
八
月
一
八
〜
一
九
日

に
、「
よ
こ
は
ま
選
挙
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
両

日
あ
わ
せ
て
、
四
六
四
人
も
の
入
場
者

が
あ
り
ま
し
た
。

横
浜
市
と
市
教
育
委
員
会
が
主
催
す

る
「
子
ど
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
２
０
１

０
」
の
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
議
会
、
税
金
、
経
済
観
光
、
水

道
、
消
防
局
、
税
関
、
地
方
気
象
台
、

裁
判
所
、
大
学
病
院
、
銀
行
、
ガ
ス
会

社
、
ラ
ジ
オ
局
な
ど
が
、
計
三
四
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
そ

れ
ぞ
れ
の
所

在
地
で
実
施

し
ま
し
た
。

横
浜
市
選

管
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
、
J

R
駅
前
の
ビ

ル
六
階
に
あ

る
事
務
局
の
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
横
浜
市
と
三
行
政
区
の
選
挙
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
四
人
の
人
気
投
票
を
本
物
の

投
票
記
載
台
と
投
票
箱
を
使
っ
て
行
う

コ
ー
ナ
ー
、
投
票
用
紙
が
ち
ょ
う
ど
一

〇
〇
枚
に
な
る
よ
う
に
手
で
つ
か
ん
で

計
数
機
で
確
認
す
る
コ
ー
ナ
ー
、
パ
ソ

コ
ン
ゲ
ー
ム
の
「
て
く
て
く
め
い
す
い

く
ん
」
で
遊
ぶ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
壁
に
は
選
挙
制
度
な
ど

を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
が
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

中
学
生
が
期
日
前
投
票
所
の

案
内
業
務
を
体
験

（
東
京
都
板
橋
区
）

区
立
中
学
の
生
徒
四
人
が
、
参
院
選

の
期
日
前
投
票
所
で
、
有
権
者
の
誘
導

や
必
要
書
類
の
説
明
な
ど
の
選
挙
事
務

を
体
験
し
ま
し
た
。
職
業
体
験
学
習
と

し
て
、
学
校
か
ら
区
に
依
頼
が
あ
り
、

実
現
し
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
の
都
議
選

に
続
い
て
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
議
会

子
ど
も
議
会
が
、
八
月
に
、
東
京
都

羽
村
市
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
、
三
重
県

鈴
鹿
市
、
滋
賀
県
多
賀
町
、
兵
庫
県
宝

塚
市
、
香
川
県
琴
平
町
、
香
川
県
多
度

津
な
ど
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
羽
村
市

の
「
子
ど
も
議
会
」
は
、
市
と
し
て
初

の
開
催
で
す
。
小
学
校
七
校
（
六
年
生
）、

中
学
校
三
校
（
二
年
生
）
か
ら
各
校
二

人
の
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
学
校
ご

と
に
、
市
政
等
に
対
す
る
要
望
、
課
題
、

疑
問
を
挙
げ
、
改
善
案
や
提
案
事
項
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
質
問
文
を
作
成
し
、

事
前
通
告
を
し
た
上
で
、
本
会
議
で
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
事
前
研
修
を
二
回

行
い
、
事
後
研
修
も
行
い
ま
す
。

神
奈
川
県
藤
沢
市
で
は
、
十
一
月
に

開
催
さ
れ
る
中
学
生
対
象
の
子
ど
も
議

会
に
向
け
、
事
前
研
修
会
（
全
三
回
）

が
七
月
二
七
日
〜
二
八
日
に
、
市
の
宿

泊
研
修
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
話
し

合
い
や
意
見
を
ま
と
め
る
練
習
を
目
的

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
市
民
性
教

育
に
取
り
組
む
N
P
O
法
人
ど
・
あ
っ

ぷ
！
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
遊
具
を
小
学
生
の
投
票
で
決
定

（
岩
手
県
久
慈
市
）

岩
手
県
久
慈
市
で
は
、
七
月
五
日
か

ら
九
日
に
か
け
て
、
市
内
の
公
園
に
設

置
す
る
大
型
遊
具
を
選
ぶ
模
擬
投
票

を
、
市
内
の
全
小
学
校
二
一
校
で
実
施

し
ま
し
た
。
参
院
選
と
時
期
が
重
な
る

こ
と
も
あ
り
、
選
挙
学
習
も
ね
ら
い
に
、

本
物
の
投
票
箱
と
実
物
そ
っ
く
り
の
投

票
用
紙
を
使
用
し
ま
し
た
。
開
票
結
果

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
、

最
多
得
票
の
遊
具
が
、
来
年
四
月
ま
で

に
整
備
さ
れ
ま
す
。

鹿
踊
り
め
い
す
い
く
ん
（
岩
手
県
花
巻
市)

岩
手
県
花
巻
市
に
、
七
月
二
五
日
投

票
の
市
議
選
を
機
に
、
ご
当
地
め
い
す

い
く
ん
「
鹿
踊
り
め
い
す
い
く
ん
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

鹿し
し

踊
り
は
岩
手
県
、
宮
城
県
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
で
、
地
域
で

特
色
が
あ
り
ま
す
。
花
巻
市
で
は
本
物

の
鹿
角
と
馬
の
黒
い
長
毛
な
ど
で
作
っ

た
頭
を
頂
き
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
な

が
ら
、
八
頭
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊
り

ま
す
。

今
回
登
場
し
た
め
い
す
い
く
ん
は
、

縦
一
・
五
ｍ
、
横
〇
・
九
ｍ
の
ベ
ニ
ヤ

板
製
パ
ネ
ル
で
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
で
投
票
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

製
作
し
た
の
は
県

立
花
巻
南
高
校
の

美
術
部
で
、
市
明

推
協
と
選
管
の
協

力
依
頼
を
受
け
、

約
一
カ
月
か
け
て

23 314号●2010.9
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花巻南高校の制作風景
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2

C
O
N
T
E
N
T
S

〈
表
紙
の
紹
介
〉

村
上

尚
徳

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

画
面
の
大
部
分
を
占
め
る
黄
色
い
背
景
に
、
濃
淡

の
効
果
を
生
か
し
た
着
彩
方
法
で
人
物
が
描
か
れ
、

と
て
も
暖
か
い
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
ポ
ス
タ
ー

で
す
。
中
心
に
大
き
く
描
か
れ
た
人
物
の
表
情
か
ら

は
、
さ
わ
や
か
さ
と
真
剣
さ
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
て
い
る
こ
と
が
効
果
的
に

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
本

さ
つ
き
さ
ん

石
川
県
立
工
業
高
等
学
校
２
年
生
（
受
賞
当
時
）

平成21年度 

名言の舞台 ............................................................................................................................................................. 3
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・学校現場から見る模擬選挙の持つ力............................................................................. 4

玉川学園社会・公民科教諭（中学部・高等部） ●合 宗隆
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編 集 協 力　●株式会社 公職研

●特集のテーマは「未成年模擬選挙」です。政治教育の効果
的な手法として認知されてきましたが、その広がりは緩や
かに感じられます。生の政治をしっかりとかつ公平に学ぶ
学校教育になっていくことを願い、模擬選挙を実施されて
いる教員の方、今参院選で全県立高校において実施された
神奈川県教委の方、海外の若者政策に詳しいNPOの方、
そして中教審委員を務める憲法学者の方にご執筆いただき
ました。

●フィンランドのシティズンシップ教育は、2回にわたり大

編　集　後　記
分大学の永田忠道先生にご執筆いただきました。調査を基
に、フィンランドの子どもたちのシティズンシップの特質
をご指摘いただきました。次号からは、学校教育における
その特質を探ります。

●絵本・福澤諭吉、いよいよ慶應義塾の創立です。諭吉2度
目のアメリカ渡航の土産に乳母車がありました。大変な家
族思いの方だったそうです。

●次号は、11月中下旬に発行の予定です。

協会からのお知らせ ■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■研修会の開催
明るい選挙推進運動の活性化を目的に、３種類の研修会を全国７ブロックで開催します。主なプログラムと

して、市民性教育の考え方を取り入れたワークショップ、明推協や若者啓発グループの活動報告、市民性教育

に取り組むNPOの活動紹介、海外のシティズンシップ教育や政治リテラシーについての講演、組織運営のスキ

ルなどに関する講座などを予定しています。参加の申込みにつきましては、都道府県・市区町村選管にお問い

合わせください。

①市区町村明推協会

長等研修（市区町

村明推協の中核メ

ンバーが対象です）

②コミュニティーリー

ダー養成研修（明

推協に参加してま

だ日の浅い方や、

明るい選挙に関心

のある方などが対

象です）

③青年リーダー養成研修（20歳代の若者が対象です）

■明るい選挙啓発ポスターコンクール中央審査会
昨年度は約14万点の応募があったポスターコンクール。本年度も各都道府県からすばらしい作品が中央審査

会（第３次審査）に寄せられました。中央審査会は10月22日に、文部科学省の美術教育専門家を審査委員長に

招いて開催します。大臣賞などの結果は、11月に公表いたします。

■講演録「海外の政治教育」
３月に開催したシンポジウムの講演録を作成しました。藤原孝章同志社女子大学教授による講演「イギリス

の政治教育」、近藤孝弘名古屋大学教授による講演「ドイツの政治教育」と、両教授をパネリストに、島袋純

琉球大学教授をコーディネーターに迎えたパネルディスカッションを収録しています。

■明るい選挙推進優良活動表彰
明るい選挙の推進に取り組む活動で、他の模範とするにふさわしい活動を「優良活動」として表彰します。

対象となる団体には、明推協、白バラ会などのほか、自治会、婦人会、NPO法人などで明るい選挙の推進に取

り組んでいるものが含まれます。受賞団体は10団体程度とし、奨励金各20万円を贈呈します。10月31日まで募

集していますので、振るっての応募をお待ちしております。詳しくは協会ホームページをご覧ください。

〈裏表紙の紹介〉

「ふとした時に、少しでも選挙のことを考えてほしいなぁと思って作りました」。このポスターは、昨年度配布しました

新有権者向けのフリーペーパー「Voters graffiti」に掲載した、21歳の学生（当時）、角田和恵さんの作品です。

 市区町村明推協会長等 コミュニティリーダー 青年リーダー 

北海道東北 山形県、11月17・18日 岩手県、11月29・30日 北海道、11月下旬 

関東甲信越静 群馬県、10月21日 神奈川県、10月27日 栃木県、10月16・17日 

東海北陸 三重県、12月中旬 富山県、10月12日 愛知県、10月中下旬 

近畿 滋賀県、12月上旬 京都府、11月中旬 和歌山県、23年1月 

中国 岡山県、10月28・29日 山口県、12月14・15日 高知県、11月下旬 

四国 徳島県、23年1月 愛媛県、23年1月  

九州 宮崎県、23年1月 佐賀県、11月中旬 大分県、10月9・10日 
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